
 

 
 

 

 

 

 

保育所保育指針解説 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年２月 

 

厚生労働省 

 

 



 

 
 

目  次 

 

序章                             1 

１ 保育所保育指針とは何か･･････････････････････････････  1 

２ 保育所保育指針の基本的考え方････････････････････････  2 

３ 改定の背景及び経緯･･････････････････････････････････   2 

４ 改定の方向性････････････････････････････････････････   4 

５ 改定の要点･･････････････････････････････････････････   7 

 

第１章 総則                         11 

 １ 保育所保育に関する基本原則･･････････････････････････  12 

 （１）保育所の役割･･････････････････････････････････････  12 

 （２）保育の目標････････････････････････････････････････  18 

 （３）保育の方法････････････････････････････････････････  21 

 （４）保育の環境････････････････････････････････････････  26 

 （５）保育所の社会的責任････････････････････････････････  29 

２ 養護に関する基本的事項･･････････････････････････････ 33 

（１）養護の理念････････････････････････････････････････  33 

（２）養護に関わるねらい及び内容････････････････････････  34 

ア 生命の保持･････････････････････････････････････････  34 

イ 情緒の安定･････････････････････････････････････････  38 

 ３ 保育の計画及び評価･･････････････････････････････････   43 

 （１）全体的な計画の作成････････････････････････････････  44 

 （２）指導計画の作成････････････････････････････････････  48 

 （３）指導計画の展開････････････････････････････････････  59 

 （４）保育内容等の評価･･････････････････････････････････  62 

 （５）評価を踏まえた計画の改善･･････････････････････････  68 



 

 
 

 ４ 幼児教育を行う施設として共有すべき事項･･････････････  71  

 （１）育みたい資質・能力････････････････････････････････  71 

 （２）幼児期の終わりまでに育ってほしい姿････････････････  73 

 

第２章 保育の内容                        97  

 １ 乳児保育に関わるねらい及び内容･･････････････････････ 101 

 （１）基本的事項････････････････････････････････････････ 101 

 （２）ねらい及び内容････････････････････････････････････ 103 

   ア 身体的発達に関する視点「健やかに伸び伸びと育つ」･･･････ 103 

   イ 社会的発達に関する視点「身近な人と気持ちが通じ合う」････ 111 

   ウ 精神的発達に関する視点「身近なものと関わり感性が育つ」･･ 119 

 （３）保育の実施に関わる配慮事項････････････････････････  127 

２ １歳以上３歳未満児の保育に関わるねらい及び内容･･････ 131 

 （１）基本的事項････････････････････････････････････････ 131 

 （２）ねらい及び内容････････････････････････････････････ 134 

   ア 心身の健康に関する領域「健康」･･･････････････････････ 134 

   イ 人との関わりに関する領域「人間関係」･･････････････････ 144 

   ウ 身近な環境との関わりに関する領域「環境」･･････････････ 152 

   エ 言葉の獲得に関する領域「言葉」･･･････････････････････ 162 

      オ 感性と表現に関する領域「表現」･･･････････････････････ 173 

  （３）保育の実施に関わる配慮事項････････････････････････ 185 

３ ３歳以上児の保育に関するねらい及び内容･･････････････ 188  

 （１）基本的事項････････････････････････････････････････ 188 

 （２）ねらい及び内容････････････････････････････････････ 191 

   ア 心身の健康に関する領域「健康」･･･････････････････････ 191 

   イ 人との関わりに関する領域「人間関係」･･････････････････ 211 

   ウ 身近な環境との関わりに関する領域「環境」･･････････････ 237 



 

 
 

   エ 言葉の獲得に関する領域「言葉」･･･････････････････････ 255 

   オ 感性と表現に関する領域「表現」･･･････････････････････ 274 

 （３）保育の実施に関わる配慮事項････････････････････････ 288 

 ４ 保育の実施に関して留意すべき事項････････････････････ 292 

 （１）保育全般に関わる配慮事項･･････････････････････････ 292 

 （２）小学校との連携････････････････････････････････････ 296 

 （３）家庭及び地域社会との連携･･････････････････････････ 301 

 

第３章 健康及び安全                                       303 

 １ 子どもの健康支援････････････････････････････････････ 304 

 （１）子どもの健康状態並びに発育及び発達状態の把握･･････ 304 

 （２）健康増進･･････････････････････････････････････････ 309 

 （３）疾病等への対応････････････････････････････････････ 311 

 ２ 食育の推進･･････････････････････････････････････････ 321 

 （１）保育所の特性を生かした食育････････････････････････ 321 

 （２）食育の環境の整備等････････････････････････････････ 324  

 ３ 環境及び衛生管理並びに安全管理･･････････････････････ 329 

 （１）環境及び衛生管理･･････････････････････････････････ 329 

 （２）事故防止及び安全対策･･････････････････････････････ 331 

 ４ 災害への備え････････････････････････････････････････ 336 

 （１）施設・設備等の安全確保････････････････････････････ 336 

 （２）災害発生時の対応体制及び避難への備え･･････････････ 337 

 （３）地域の関係機関等との連携･･････････････････････････ 340 

 

第４章 子育て支援                                         342 

 １ 保育所における子育て支援に関する基本的事項･･････････ 344 

 （１）保育所の特性を生かした子育て支援･･････････････････ 344 



 

 
 

 （２）子育て支援に関して留意すべき事項･････････････････ 346 

 ２ 保育所を利用している保護者に対する子育て支援･･･････ 349 

 （１）保護者との相互理解･･･････････････････････････････ 349 

 （２）保護者の状況に配慮した個別の支援･････････････････ 350 

 （３）不適切な養育等が疑われる家庭への支援･････････････ 353 

 ３ 地域の保護者等に対する子育て支援･･･････････････････ 356 

 （１）地域に開かれた子育て支援･････････････････････････ 356 

 （２）地域の関係機関等との連携･････････････････････････ 358 

  

第５章 職員の資質向上                                    361  

１ 職員の資質向上に関する基本的事項･･･････････････････ 363 

（１）保育所職員に求められる専門性･････････････････････ 363 

（２）保育の質の向上に向けた組織的な取組･･･････････････ 364 

２ 施設長の責務･･･････････････････････････････････････ 366 

（１）施設長の責務と専門性の向上･･･････････････････････ 366 

（２）職員の研修機会の確保等･･･････････････････････････ 367 

３ 職員の研修等･･･････････････････････････････････････ 368 

（１）職場における研修･････････････････････････････････ 368 

（２）外部研修の活用･･･････････････････････････････････ 369 

４ 研修の実施体制等･･･････････････････････････････････ 371 

（１）体系的な研修計画の作成･･･････････････････････････ 371 

（２）組織内での研修成果の活用･････････････････････････ 372 

（３）研修の実施に関する留意事項･･･････････････････････ 373 

      



 

1 
 

序 章 

  

１ 保育所保育指針とは何か  

 

保育所保育指針は、保育所保育の基本となる考え方や保育のねらい及

び内容など保育の実施に関わる事項と、これに関連する運営に関する事

項について定めたものである。   

保育所保育は、本来的には、各保育所における保育の理念や目標に基

づき、子どもや保護者の状況及び地域の実情等を踏まえて行われるもの

であり、その内容については、各保育所の独自性や創意工夫が尊重され

る。その一方で、全ての子どもの最善の利益のためには、子どもの健康

や安全の確保、発達の保障等の観点から、各保育所が行うべき保育の内

容等に関する全国共通の枠組みが必要となる。このため、一定の保育の

水準を保ち、更なる向上の基点となるよう、保育所保育指針において、

全ての保育所が拠るべき保育の基本的事項を定めている。   

全国の保育所においては、この保育所保育指針に基づき、子どもの健

康及び安全を確保しつつ、子どもの一日の生活や発達過程を見通し、そ

れぞれの保育の内容を組織的・計画的に構成して、保育を実施すること

になる。この意味で、保育所保育指針は、保育環境の基準（児童福祉施

設の設備及び運営に関する基準（昭和 23 年厚生省令第 63 号。以下「設

備運営基準」という。）における施設設備や職員配置等）や保育に従事

する者の基準（保育士資格）と相まって、保育所保育の質を担保する仕

組みといえる。   

なお、家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準（平成 26 年厚生

労働省令第 61 号）及び認可外保育施設に対する指導監督の実施について

（平成 13 年３月 29 日付け雇児発第 177 号厚生労働省雇用均等・児童家

庭局長通知）により、保育所にとどまらず、小規模保育や家庭的保育等
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の地域型保育事業及び認可外保育施設においても、保育所保育指針の内

容に準じて保育を行うことが定められている。  

 

２ 保育所保育指針の基本的考え方 

 

 保育所保育指針は、厚生労働大臣告示として定められたものであり、

規範性を有する基準としての性格をもつ。保育所保育指針に規定されて

いる事項は、その内容によって、①遵守しなければならないもの、②努

力義務が課されるもの、③基本原則にとどめ、各保育所の創意や裁量を

許容するもの、又は各保育所での取組が奨励されることや保育の実施上

の配慮にとどまるものなどに区別される。各保育所は、これらを踏まえ、

それぞれの実情に応じて創意工夫を図り、保育を行うとともに、保育所

の機能及び質の向上に努めなければならない。  

 また、保育所保育指針においては、保育所保育の取組の構造を明確化

するため、保育の基本的な考え方や内容に関する事項とこれらを支える

運営に関する事項とを整理して示しているが、保育の実施に当たっては、

両者は相互に密接に関連するものである。  

各保育所では、保育所保育指針を日常の保育に活用し、社会的責任を

果たしていくとともに、保育の内容の充実や職員の資質・専門性の向上

を図ることが求められる。さらに、保育に関わる幅広い関係者に保育所

保育指針の趣旨が理解され、全ての子どもの健やかな育ちの実現へとつ

ながる取組が進められていくことが期待される。  

 

３ 改定の背景及び経緯 

  

保育所保育指針は、昭和 40 年に策定され、平成２年、平成 11 年と２

回の改訂を経た後、前回平成 20 年度の改定に際して告示化された。その



 

3 
 

後、子どもの健やかな成長を支援していくため、全ての子どもに質の高

い教育・保育を提供することを目標に掲げた子ども・子育て支援新制度

が平成 27 年４月から施行された。また、１、２歳児を中心に保育所利用

児童数が大幅に増加するなど、保育をめぐる状況は大きく変化している。 

 この間、子どもの育ちや子育てに関わる社会の状況については、少子

化や核家族化、地域のつながりの希薄化の進行、共働き家庭の増加等を

背景に、様々な課題が拡大、顕在化してきた。子どもが地域の中で人々

に見守られながら群れて遊ぶという自生的な育ちが困難となり、乳幼児

と触れ合う経験が乏しいまま親になる人も増えてきている一方で、身近

な人々から子育てに対する協力や助言を得られにくい状況に置かれてい

る家庭も多いことなどが指摘されている。保育の充実や地域における子

育て支援の展開など保育関係者の努力によって改善されてきた面もある

ものの、子育てに対する不安や負担感、孤立感を抱く人は依然として少

なくない。こうした中、児童虐待の相談対応件数も増加しており、大き

な社会問題となっている。 

他方、様々な研究成果の蓄積によって、乳幼児期における自尊心や自

己制御、忍耐力といった主に社会情動的側面における育ちが、大人にな

ってからの生活に影響を及ぼすことが明らかとなってきた。これらの知

見に基づき、保育所において保育士等や他の子どもたちと関わる経験や

そのあり方は、乳幼児期以降も長期にわたって、様々な面で個人ひいて

は社会全体に大きな影響を与えるものとして、我が国はもとより国際的

にもその重要性に対する認識が高まっている。  

これらのことを背景に、保育所が果たす社会的な役割は近年より一層

重視されている。このような状況の下、平成 27 年 12 月に社会保障審議

会児童部会保育専門委員会が設置され、幅広い見地から保育所保育指針

の改定に向けた検討が行われた。そして、保育専門委員会における「保

育所保育指針の改定に関する議論のとりまとめ」（平成 28 年 12 月 21
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日）を受けて、新たに保育所保育指針（平成 29 年厚生労働省告示第 117

号）が公示され、平成 30 年４月１日より適用されることとなった。 

保育所保育指針は保育所、保育士等にとって、自らの行う保育の拠り

どころとなるものである。今回の改定が保育所保育の質の更なる向上の

契機となり、保育所で働く保育士等はもちろん、乳幼児期の子どもの保

育に関わる幅広い関係者にもその趣旨が理解され、全ての子どもの健や

かな育ちの実現へとつながる取組が、今後も着実に進められていくこと

が求められる。  

  

４ 改定の方向性 

 

 今回の改定は、前述の社会保障審議会児童部会保育専門委員会による

議論を踏まえ、以下に示す５点を基本的な方向性として行った。  

 

（１）乳児・１歳以上３歳未満児の保育に関する記載の充実 

乳児から２歳児までは、心身の発達の基盤が形成される上で極めて重

要な時期である。また、この時期の子どもが、生活や遊びの様々な場面

で主体的に周囲の人やものに興味をもち、直接関わっていこうとする姿

は、「学びの芽生え」といえるものであり、生涯の学びの出発点にも結

び付くものである。  

こうしたことを踏まえ、３歳未満児の保育の意義をより明確化し、そ

の内容について一層の充実を図った。  

特に乳児期は、発達の諸側面が未分化であるため、「健やかに伸び伸

びと育つ」「身近な人と気持ちが通じ合う」「身近なものと関わり感性

が育つ」の三つの視点から保育内容を整理して示し、実際の保育現場で

取り組みやすいものとなるようにした。  
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（２）保育所保育における幼児教育の積極的な位置づけ 

保育所保育においては、子どもが現在を最も良く生き、望ましい未来

をつくり出す力の基礎を培うために、環境を通して養護及び教育を一体

的に行っている。幼保連携型認定こども園や幼稚園と共に、幼児教育の

一翼を担う施設として、教育に関わる側面のねらい及び内容に関して、

幼保連携型認定こども園教育・保育要領及び幼稚園教育要領との更なる

整合性を図った。  

また、幼児教育において育みたい子どもたちの資質・能力として、「知

識及び技能の基礎」「思考力、判断力、表現力等の基礎」「学びに向か

う力、人間性等」を示した。そして、これらの資質・能力が、第２章に

示す健康・人間関係・環境・言葉・表現の各領域におけるねらい及び内

容に基づいて展開される保育活動全体を通じて育まれていった時、幼児

期の終わり頃には具体的にどのような姿として現れるかを、「幼児期の

終わりまでに育ってほしい姿」として明確化した。  

保育に当たっては、これらを考慮しながら、子どもの実態に即して計

画を作成し、実践することが求められる。さらに、計画とそれに基づく

実践を振り返って評価し、その結果を踏まえた改善を次の計画へ反映さ

せていくことが、保育の質をより高めていく上で重要である。  

こうしたことを踏まえ、保育の計画の作成と評価及び評価を踏まえた

改善等についても、記載内容を充実させた。  

 

（３）子どもの育ちをめぐる環境の変化を踏まえた健康及び安全の記載

の見直し 

社会状況の様々な変化に伴い、家庭や地域における子どもの生活環境

や生活経験も変化・多様化しており、保育所においては、乳幼児一人一

人の健康状態や発育の状態に応じて、子どもの健康支援や食育の推進に

取り組むことが求められる。また、食物アレルギーをはじめとするアレ
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ルギー疾患への対応や、保育中の事故防止等に関しては、保育所内にお

ける体制構築や環境面での配慮及び関係機関との連携など、最近の科学

的知見等に基づき必要な対策を行い、危険な状態の回避に努めなければ

ならない。  

さらに、平成 23 年に発生した東日本大震災を経て、安全、防災の必要

性に対する社会的意識が高まっている。災害発生後には、保育所が被災

者をはじめとする地域住民の生活の維持や再建を支える役割を果たすこ

ともある。子どもの生命を守るために、災害発生時の対応を保護者と共

有するとともに、平時からの備えや危機管理体制づくり等を行政機関や

地域の関係機関と連携しながら進めることが求められる。  

これらを踏まえて、食育の推進や安全な保育環境の確保等を中心に記

載内容を見直し、更なる充実を図った。  

 

（４）保護者・家庭及び地域と連携した子育て支援の必要性 

前回の保育所保育指針改定により「保護者に対する支援」が新たに章

として設けられたが、その後も更に子育て家庭に対する支援の必要性は

高まっている。それに伴い、多様化する保育ニーズに応じた保育や、特

別なニーズを有する家庭への支援、児童虐待の発生予防及び発生時の迅

速かつ的確な対応など、保育所の担う子育て支援の役割は、より重要性

を増している。  

また、子ども・子育て支援新制度の施行等を背景に、保育所には、保

護者と連携して子どもの育ちを支えるという視点をもち、子どもの育ち

を保護者と共に喜び合うことを重視して支援を行うとともに、地域で子

育て支援に携わる他の機関や団体など様々な社会資源との連携や協働を

強めていくことが求められている。こうしたことを踏まえて、改定前の

保育所保育指針における「保護者に対する支援」の章を「子育て支援」

に改めた上で、記載内容の整理と充実を図った。  
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（５）職員の資質・専門性の向上 

保育所に求められる機能や役割が多様化し、保育をめぐる課題も複雑

化している。こうした中、保育所が組織として保育の質の向上に取り組

むとともに、一人一人の職員が、主体的・協働的にその資質・専門性を

向上させていくことが求められている。  

 このため、各保育所では、保育において特に中核的な役割を担う保育

士をはじめ、職員の研修機会の確保と充実を図ることが重要な課題とな

る。一人一人の職員が、自らの職位や職務内容に応じて、組織の中でど

のような役割や専門性が求められているかを理解し、必要な力を身に付

けていくことができるよう、キャリアパスを明確にし、それを見据えた

体系的な研修計画を作成することが必要である。また、職場内外の研修

機会の確保に当たっては、施設長など管理的立場にある者による取組の

下での組織的な対応が不可欠である。  

 こうした状況を背景に、平成 29 年４月には、保育現場におけるリーダ

ー的職員等に対する研修内容や研修の実施方法について、「保育士等キ

ャリアアップ研修ガイドライン」が定められた（平成 29 年４月１日付け

雇児保発 0401 第 1 号厚生労働省雇用均等・児童家庭局保育課長通知）。

今後、各保育所において、このガイドラインに基づく外部研修を活用し

ていくことが期待される。  

 これらのことを踏まえて、施設長の役割及び研修の実施体制を中心に、

保育所において体系的・組織的に職員の資質・向上を図っていくための

方向性や方法等を明確化した。  

 

５ 改定の要点 

 

改定の方向性を踏まえて、前回の改定における大綱化の方針を維持し

つつ、必要な章立ての見直しと記載内容の変更・追記等を行った。主な
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変更点及び新たな記載内容は、以下の通りである。  

 

（１）総則  

保育所の役割や保育の目標など保育所保育に関する基本原則を示した

上で、養護は保育所保育の基盤であり、保育所保育指針全体にとって重

要なものであることから、「養護に関する基本的事項」を総則において

記載することとした。  

また、「保育の計画及び評価」についても総則で示すとともに、改定

前の保育所保育指針における「保育課程の編成」については、「全体的

な計画の作成」とし、幼保連携型認定こども園教育・保育要領及び幼稚

園教育要領との構成的な整合性を図った。  

さらに、「幼児教育を行う施設として共有すべき事項」として、「育

みたい資質・能力」及び「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を、

新たに示した。 

  

（２）保育の内容  

保育所における教育については、幼保連携型認定こども園及び幼稚園

と構成の共通化を図り、「健康・人間関係・環境・言葉・表現」の各領

域における「ねらい」「内容」「内容の取扱い」を記載した。その際、

保育所においては発達による変化が著しい乳幼児期の子どもが長期にわ

たって在籍することを踏まえ、乳児・１歳以上３歳未満児・３歳以上児

に分けて示した。また、改定前の保育所保育指針第２章における「子ど

もの発達」に関する内容を、「基本的事項」に示すとともに、各時期の

ねらい及び内容等と併せて記載することとした。  

乳児保育については、この時期の発達の特性を踏まえ、生活や遊びが

充実することを通して、子どもたちの身体的・社会的・精神的発達の基

盤を培うという基本的な考え方の下、乳児を主体に、「健やかに伸び伸
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びと育つ」「身近な人と気持ちが通じ合う」「身近なものと関わり感性

が育つ」という三つの視点から、保育の内容を記載した。  

さらに、年齢別に記載するのみでは十分ではない項目については、別

途留意すべき事項として示した。  

 

（３）健康及び安全  

 子どもの育ちをめぐる環境の変化や様々な研究、調査等による知見を

踏まえ、アレルギー疾患を有する子どもの保育及び重大事故の発生しや

すい保育の場面を具体的に提示しての事故防止の取組について、新たに

記載した。  

 また、感染症対策や食育の推進に関する項目について、記載内容の充

実を図った。さらに、子どもの生命を守るため、施設・設備等の安全確

保や災害発生時の対応体制及び避難への備え、地域の関係機関等との連

携など、保育所における災害への備えに関する節を新たに設けた。  

 

（４）子育て支援  

改定前の保育所保育指針と同様に、子育て家庭に対する支援について

基本的事項を示した上で、保育所を利用している保護者に対する子育て

支援と、地域の保護者等に対する子育て支援について述べる構成となっ

ている。  

基本的事項については、改定前の保育所保育指針の考え方や留意事項

を踏襲しつつ、記載内容を整理するとともに、「保護者が子どもの成長

に気付き子育ての喜びを感じられるように努める」ことを明記した。  

また、保育所を利用している保護者に対する子育て支援については、

保護者の子育てを自ら実践する力の向上に寄与する取組として、保育の

活動に対する保護者の積極的な参加について記載するとともに、外国籍

家庭など特別なニーズを有する家庭への個別的な支援に関する事項を新
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たに示した。  

地域の保護者等に対する子育て支援についても、改定前の保育所保育

指針において示された関係機関等との連携や協働、要保護児童への対応

等とともに、保育所保育の専門性を生かすことや一時預かり事業などに

おける日常の保育との関連への配慮など、保育所がその環境や特性を生

かして地域に開かれた子育て支援を行うことをより明示的に記載した。  

 

（５）職員の資質向上  

 職員の資質・専門性とその向上について、各々の自己研鑽
さん

とともに、

保育所が組織として職員のキャリアパス等を見据えた研修機会の確保や

研修の充実を図ることを重視し、施設長の責務や体系的・計画的な研修

の実施体制の構築、保育士等の役割分担や職員の勤務体制の工夫等、取

組の内容や方法を具体的に示した。  
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第１章 総 則 

 

 この指針は、児童福祉施設の設備及び運営に関する基準（昭和 23

年厚生省令第 63 号。以下「設備運営基準」という。）第 35 条の規定

に基づき、保育所における保育の内容に関する事項及びこれに関連す

る運営に関する事項を定めるものである。各保育所は、この指針にお

いて規定される保育の内容に係る基本原則に関する事項等を踏まえ、

各保育所の実情に応じて創意工夫を図り、保育所の機能及び質の向上

に努めなければならない。 

 

保育所保育指針については、設備運営基準第 35 条において、「保育

所における保育は、養護及び教育を一体的に行うことをその特性とし、

その内容については厚生労働大臣が定める指針に従う。」との規定が置

かれている。  

保育所においては、子どもの健康や安全の維持向上を図るための体制

をつくること、子育て支援に積極的に取り組むこと、職員の資質向上を

図ることなど、運営に関わる取組が、保育の内容とは切り離せない関係

にある。このことから、保育所保育指針では、保育所における保育の内

容に関する事項及びこれに関連する運営に関する事項を規定している。 

各保育所は、この保育所保育指針に規定されている基本原則の下、そ

れぞれの実情に応じて創意工夫を図り、子どもの保育及び保護者や地域

の子育て家庭への支援などの機能とそれらの質を向上させていくよう努

めなくてはならない。 

 保育所保育指針の目指すところは、児童福祉の理念に基づいた保育の

質の向上である。保育所には、この保育所保育指針を踏まえ、保育の専

門性を発揮し、社会における役割を果たしていくことが求められる。 
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１ 保育所保育に関する基本原則 

（１）保育所の役割  

ア 保育所は、児童福祉法（昭和 22 年法律第 164 号）第 39 条の規定

に基づき、保育を必要とする子どもの保育を行い、その健全な心身

の発達を図ることを目的とする児童福祉施設であり、入所する子ど

もの最善の利益を考慮し、その福祉を積極的に増進することに最も

ふさわしい生活の場でなければならない。 

  

保育所は、児童福祉法（昭和 22 年法律第 164 号）に基づいて、保育を

必要とする子どもの保育を行い、その健全な心身の発達を図ることを目

的とする児童福祉施設であり、入所する子どもの最善の利益を考慮し、

その福祉を積極的に増進するということは、保育所保育指針の根幹を成

す理念である。 

「子どもの最善の利益」については、平成元年に国際連合が採択し、

平成６年に日本政府が批准した児童の権利に関する条約（通称「子ども

の権利条約」）の第３条第１項に定められている。子どもの権利を象徴

する言葉として国際社会等でも広く浸透しており、保護者を含む大人の

利益が優先されることへの牽制や、子どもの人権を尊重することの重要

性を表している。 

平成 28 年６月の児童福祉法改正では、こうした子どもを権利の主体と

して位置付ける児童福祉の理念が明確化され、第１条に「全て児童は、

児童の権利に関する条約の精神にのつとり、適切に養育されること、そ

の生活を保障されること、愛され、保護されること、その心身の健やか

な成長及び発達並びにその自立が図られることその他の福祉を等しく保

障される権利を有する。」と定められた。 

保育所は、この理念の下、入所する子どもの福祉を積極的に増進する
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ことに「最もふさわしい生活の場」であることが求められる。一人一人

の心身共に健やかな成長と発達を保障する観点から、保育所における環

境や一日の生活の流れなどを捉え、子どもが様々な人と出会い、関わり、

心を通わせる経験を重ねることができるよう、乳幼児期にふさわしい生

活の場を豊かにつくり上げていくことが重要である。 

 

イ 保育所は、その目的を達成するために、保育に関する専門性を有

する職員が、家庭との緊密な連携の下に、子どもの状況や発達過程

を踏まえ、保育所における環境を通して、養護及び教育を一体的に

行うことを特性としている。 

 

【専門性を有する職員による保育】 

保育所においては、子どもの健全な心身の発達を図るという目的の下、

保育士をはじめ、看護師、調理員、栄養士など、職員がそれぞれの有す

る専門性を発揮しながら保育に当たっている。保育所職員は、各々の職

種における専門性を認識するとともに、保育における子どもや保護者等

との関わりの中で、常に自己を省察し、次の保育に生かしていくことが

重要である。また、組織の一員として共通理解を図りながら、保育に取

り組むことも必要とされる。なお、保育所保育指針及び本解説において

は、保育に携わる全ての保育所職員（施設長・保育士・看護師・調理員

・栄養士等）を「保育士等」としている。 

 

【家庭との連携】  

保育所における保育は、保護者と共に子どもを育てる営みであり、子

どもの一日を通した生活を視野に入れ、保護者の気持ちに寄り添いなが

ら家庭との連携を密にして行わなければならない。保育において乳幼児
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期の子どもの育ちを支えるとともに、保護者の養育する姿勢や力が発揮

されるよう、保育所の特性を生かした支援が求められる。 

 

【発達過程】 

子どもは、それまでの体験を基にして、環境に働きかけ、様々な環境

との相互作用により発達していく。保育所保育指針においては、子ども

の発達を、環境との相互作用を通して資質・能力が育まれていく過程と

して捉えている。すなわち、ある時点で何かが「できる、できない」と

いったことで発達を見ようとする画一的な捉え方ではなく、それぞれの

子どもの育ちゆく過程の全体を大切にしようとする考え方である。その

ため、「発達過程」という語を用いている。 

 保育においては、子どもの育つ道筋やその特徴を踏まえ、発達の個人

差に留意するとともに、一人一人の心身の状態や家庭生活の状況などを

踏まえて、個別に丁寧に対応していくことが重要である。また、子ども

の今、この時の現実の姿を、過程の中で捉え、受け止めることが重要で

あり、子どもが周囲の様々な人との相互的関わりを通して育つことに留

意することが大切である。 

 

【環境を通して行う保育】 

乳幼児期は、生活の中で興味や欲求に基づいて自ら周囲の環境に関わ

るという直接的な体験を通して、心身が大きく育っていく時期である。

子どもは、身近な人やものなどあらゆる環境からの刺激を受け、経験の

中で様々なことを感じたり、新たな気付きを得たりする。そして、充実

感や満足感を味わうことで、好奇心や自分から関わろうとする意欲をも

ってより主体的に環境と関わるようになる。こうした日々の経験の積み

重ねによって、健全な心身が育まれていく。 

したがって、保育所保育においては、子ども一人一人の状況や発達過
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程を踏まえて、計画的に保育の環境を整えたり構成したりしていくこと

が重要である。すなわち、環境を通して乳幼児期の子どもの健やかな育

ちを支え促していくことに、保育所保育の特性があるといえる。 

 

【養護と教育の一体性】  

保育における養護とは、子どもたちの生命を保持し、その情緒の安定

を図るための保育士等による細やかな配慮の下での援助や関わりを総称

するものである。心身の機能の未熟さを抱える乳幼児期の子どもが、そ

の子らしさを発揮しながら心豊かに育つためには、保育士等が、一人一

人の子どもを深く愛し、守り、支えようとすることが重要である。 

養護と教育を一体的に展開するということは、保育士等が子どもを一

人の人間として尊重し、その命を守り、情緒の安定を図りつつ、乳幼児

期にふさわしい経験が積み重ねられていくよう丁寧に援助することを指

す。子どもが、自分の存在を受け止めてもらえる保育士等や友達との安

定した関係の中で、自ら環境に関わり、興味や関心を広げ、様々な活動

や遊びにおいて心を動かされる豊かな体験を重ねることを通して、資質

・能力は育まれていく。  

 乳幼児期の発達の特性を踏まえて養護と教育が一体的に展開され、保

育の内容が豊かに繰り広げられていくためには、子どもの傍らに在る保

育士等が子どもの心を受け止め、応答的なやり取りを重ねながら、子ど

もの育ちを見通し援助していくことが大切である。このような保育士等

の援助や関わりにより、子どもはありのままの自分を受け止めてもらえ

ることの心地よさを味わい、保育士等への信頼を拠りどころとして、心

の土台となる個性豊かな自我を形成していく。 

このように、保育士等は、養護と教育が切り離せるものではないこと

を踏まえた上で、自らの保育をより的確に把握する視点をもつことが必

要である。乳幼児期の発達の特性から、保育所保育がその教育的な機能
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を発揮する上で、養護を欠かすことはできない。すなわち、養護は保育

所保育の基盤であり、保育所保育全体にとって重要なものである。この

位置付けを明確にするため、第１章の２において、養護の基本原則を示

した上で、第２章において、養護と教育が一体となって展開されること

を示している。保育士等がその専門性を発揮し、自らの保育を振り返り

評価する上でも、また、新たな計画を立てる上でも、養護と教育の視点

を明確にもつことは非常に重要である。 

 

ウ 保育所は、入所する子どもを保育するとともに、家庭や地域の様

々な社会資源との連携を図りながら、入所する子どもの保護者に対

する支援及び地域の子育て家庭に対する支援等を行う役割を担うも

のである。 

  

 保育所は、入所する子どもの保護者への支援とともに、地域の子育て

家庭に対する支援の役割も担う。 

入所する子どもの保護者への支援は、日々の保育に深く関連して行わ

れるものである。また、地域の子育て家庭に対する支援については、児

童福祉法第 48 条の４において保育所の努力義務として規定されている。

地域の様々な人・場・機関などと連携を図りながら、地域に開かれた保

育所として、地域の子育て力の向上に貢献していくことが、保育所の役

割として求められている。地域社会や家庭において、育児についての見

聞や経験が乏しい人が増えている一方で、身近に相談相手がなく、子育

て家庭が孤立しがちとなっている状況がある中で、安心・安全で、親子

を温かく受け入れてくれる施設として、保育所の役割はますます期待さ

れている。さらにまた、保育所の子育て支援は、児童虐待防止の観点か

らも、重要なものと位置付けられている。 
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エ 保育所における保育士は、児童福祉法第 18 条の４の規定を踏ま

え、保育所の役割及び機能が適切に発揮されるように、倫理観に裏

付けられた専門的知識、技術及び判断をもって、子どもを保育する

とともに、子どもの保護者に対する保育に関する指導を行うもので

あり、その職責を遂行するための専門性の向上に絶えず努めなけれ

ばならない。 

 

 保育士については、児童福祉法第 18 条の４において「保育士の名称を

用いて、専門的知識及び技術をもつて、児童の保育及び児童の保護者に

対する保育に関する指導を行うことを業とする者をいう。」との規定が

置かれている。これを踏まえ、保育所における保育士は、子どもの保育

や家庭での子育ての支援に関する専門職として、保育所保育の中核的な

役割を担う。  

保育所の保育士に求められる主要な知識及び技術としては、次のよう

なことが考えられる。すなわち、①これからの社会に求められる資質を

踏まえながら、乳幼児期の子どもの発達に関する専門的知識を基に子ど

もの育ちを見通し、一人一人の子どもの発達を援助する知識及び技術、

②子どもの発達過程や意欲を踏まえ、子ども自らが生活していく力を細

やかに助ける生活援助の知識及び技術、③保育所内外の空間や様々な設

備、遊具、素材等の物的環境、自然環境や人的環境を生かし、保育の環

境を構成していく知識及び技術、④子どもの経験や興味や関心に応じて、

様々な遊びを豊かに展開していくための知識及び技術、⑤子ども同士の

関わりや子どもと保護者の関わりなどを見守り、その気持ちに寄り添い

ながら適宜必要な援助をしていく関係構築の知識及び技術、⑥保護者等

への相談、助言に関する知識及び技術、の六つである。 

保育士には、こうした専門的な知識及び技術を、状況に応じた判断の

下、適切かつ柔軟に用いながら、子どもの保育と保護者への支援を行う
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ことが求められる。その際、これらの知識や技術及び判断は、子どもの

最善の利益を尊重することをはじめとした児童福祉の理念に基づく倫理

観に裏付けられたものでなくてはならない。 

これらのことを踏まえ、保育所における保育士としての職責を遂行し

ていくためには、日々の保育を通じて自己を省察するとともに、同僚と

協働し、共に学び続けていく姿勢が求められる。幅広い観点において子

どもに対する理解を深め、子どもや子育て家庭の実態や社会の状況を捉

えながら、自らの行う保育と保護者に対する支援の質を高めていくこと

ができるよう、常に専門性の向上に努めることが重要である。 

 

（2）保育の目標 

 

保育所は、それぞれに特色や保育方針があり、また、施設の規模や地

域性などにより、その行う保育の在り様も様々に異なる。しかし、全て

の保育所に共通する保育の目標は、保育所保育指針に示されているよう

に、子どもの保育を通して、「子どもが現在を最も良く生き、望ましい

未来をつくり出す力の基礎を培う」ことと、入所する子どもの保護者に

対し、その援助に当たるということである。 

乳幼児期は、生涯にわたる人間形成にとって極めて重要な時期である。

保育所は、この時期の子どもたちの「現在」が、心地よく生き生きと幸

せなものとなるとともに、長期的視野をもってその「未来」を見据えた

時、生涯にわたる生きる力の基礎が培われることを目標として、保育を

行う。その際、子どもの現在のありのままを受け止め、その心の安定を

図りながらきめ細かく対応していくとともに、一人一人の子どもの可能

性や育つ力を認め、尊重することが重要である。 
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ア 保育所は、子どもが生涯にわたる人間形成にとって極めて重要な

時期に、その生活時間の大半を過ごす場である。このため、保育所

の保育は、子どもが現在を最も良く生き、望ましい未来をつくり出

す力の基礎を培うために、次の目標を目指して行わなければならな

い。 

(ア) 十分に養護の行き届いた環境の下に、くつろいだ雰囲気の中

で子どもの様々な欲求を満たし、生命の保持及び情緒の安定を図

ること。 

(イ) 健康、安全など生活に必要な基本的な習慣や態度を養い、心

身の健康の基礎を培うこと。 

(ウ) 人との関わりの中で、人に対する愛情と信頼感、そして人権

を大切にする心を育てるとともに、自主、自立及び協調の態度を

養い、道徳性の芽生えを培うこと。 

(エ) 生命、自然及び社会の事象についての興味や関心を育て、そ

れらに対する豊かな心情や思考力の芽生えを培うこと。 

(オ) 生活の中で、言葉への興味や関心を育て、話したり、聞いた

り、相手の話を理解しようとするなど、言葉の豊かさを養うこと。

(カ) 様々な体験を通して、豊かな感性や表現力を育み、創造性の

芽生えを培うこと。 

 

 子どもの保育の目標は、養護に関わる目標である（ア）及び、教育に

関わる内容の領域としての「健康」「人間関係」「環境」「言葉」「表

現」の目標である（イ）から（カ）まで、六つの側面から説明されてい

る。 

（１）のイにおいて示したように、養護は保育所保育の基盤であり、

保育において養護と教育は一体的に展開されるものである。さらに、

（ア）に示されるように、養護は一人一人の子どもに対する個別的な援
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助や関わりだけでなく、保育の環境の要件でなければならない。 

 また、教育に関わる保育の目標は、学校教育法（昭和 22 年法律第 26

号）に規定されている幼稚園の目標及び就学前の子どもに関する教育、

保育等の総合的な提供の推進に関する法律（平成 18 年法律第 77 号）に

規定されている幼保連携型認定こども園の教育及び保育の目標と、共通

のものである。 

この養護と教育に関わる目標は、子どもたちが人間として豊かに育っ

ていく上で必要となる力の基礎となるものを、保育という営みに即して

明確にしようとするものである。これらの目標を、一人一人の保育士等

が自分自身の保育観、子ども観と照らし合わせながら深く理解するとと

もに、保育所全体で共有しながら、保育に取り組んでいくことが求めら

れる。  

 

イ 保育所は、入所する子どもの保護者に対し、その意向を受け止め、

子どもと保護者の安定した関係に配慮し、保育所の特性や保育士等

の専門性を生かして、その援助に当たらなければならない。 

 

 保護者に対する援助は、子どもの保育と深く関連して行われるもので

ある。第４章の内容を踏まえ、保護者の意見や要望等からその意向を捉

えた上で、適切に対応しなくてはならない。それぞれの保護者や家庭の

状況を考慮し、職員間で連携を図りながら援助していくが、その際、常

に子どもの最善の利益を考慮して取り組むことが必要である。  

また、日頃より保育の意図や保育所の取組について説明したり、子ど

もの様子を丁寧に伝えたりしながら、子どもについて保護者と共に考え、

対話を重ねていくことが大切である。保育士等と保護者が互いに情報や

考えを伝え合い共有することを通して、それぞれが子どもについて理解
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を深めたり、新たな一面に気が付いたりする。こうした保護者と保育士

等の関係の形成や深まりは、子どもと保護者の関係の育ちや安定につな

がるものである。  

保護者への援助に当たっては、これらのことを踏まえて、子どもと保

護者の関係を軸に、子ども・保育士等・保護者の関係が豊かに展開して

いくことが望まれる。  

 

（３）保育の方法  

ア 一人一人の子どもの状況や家庭及び地域社会での生活の実態を把

握するとともに、子どもが安心感と信頼感をもって活動できるよう、

子どもの主体としての思いや願いを受け止めること。 

 

子どもは、保育所だけでなく、家庭や地域社会の一員として生活して

いる。したがって保育士等は、その生活全体の実態を把握するとともに、

家庭や地域社会における生活と保育所での生活の連続性に配慮して保育

することが求められる。 

また、子どもは一人の独立した人間である。保育士等が子どもをそれ

ぞれに思いや願いをもって育ちゆく一人の人間として捉え、受け止める

ことによって、子どもは安心感や信頼感をもって活動できるようになる。 

身近な人との信頼関係の下で安心して過ごせる場において、子どもは

自分の意思を表現し、意欲をもって自ら周囲の環境に関わっていく。こ

のことを踏まえ、保育に当たっては、一人一人の子どもの主体性を尊重

し、子どもの自己肯定感が育まれるよう対応していくことが重要である。 

 

イ 子どもの生活のリズムを大切にし、健康、安全で情緒の安定した

生活ができる環境や、自己を十分に発揮できる環境を整えること。
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保育所における子どもの生活は、長時間にわたる。心身の状態や発達

の面で環境からの影響を特に受けやすい時期であることから、一人一人

の生活のリズムを大切にするとともに、他の子どもたちと共に過ごす生

活の中で、遊びや活動が充実するよう、乳幼児期にふさわしい生活のリ

ズムが次第に形成されていくようにすることが求められる。  

また、子どもが周囲の環境に興味をもって自ら関わろうとする意欲を

支え促すためには、健康や安全が守られ、安心感をもちながら落ち着い

て過ごせるよう、配慮の行き届いた環境を整えることが重要である。  

これらのことを踏まえた上で、発達過程に即して適切かつ豊かに環境

を構成することによって、子どもがそれぞれに今の自分の思いや力を十

分に発揮し、保育所における遊びや活動は生き生きと豊かに展開されて

いく。  

 

ウ 子どもの発達について理解し、一人一人の発達過程に応じて保育

すること。その際、子どもの個人差に十分配慮すること。 

 

 発達には、ある程度一定の順序性や方向性がある。また、身体・運動

・情緒・認知・社会性など様々な側面が、相互に関連しながら総合的に

発達していくものである。 

 一方で、実際の子どもの育ちの姿は直線的なものではなく、行きつ戻

りつしながら、時には停滞しているように見えたり、ある時急速に伸び

を示したりといった様相が見られる。 

 また、それぞれの個性や生活における経験などの違いによって、同じ

月齢・年齢の子どもであっても、環境の受け止め方や環境への関わり方、

興味や関心の対象は異なる。言葉の習得は比較的早いが運動面の発達は

ゆっくりしているといったように、発達の側面によって一人の子どもの
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内にも違いがある。 

こうした乳幼児期の発達の特性や道筋を理解するとともに、一人一人

の子どもの発達過程と個人差に配慮し、育ちについて見通しをもちなが

ら、実態に即して保育を行うことが求められる。 

 

エ 子ども相互の関係づくりや互いに尊重する心を大切にし、集団に

おける活動を効果あるものにするよう援助すること。 

 

 保育所において子どもが過ごす集団の大きさや、そこでの遊びや活動

の在り様は、年齢や活動の内容等に応じて異なる。 

低年齢のうちは、集団としての意識を明確にもって遊びや活動を行う

というよりは、保育士等による仲立ちの下、身近にいる子ども同士が比

較的少人数で同じ遊びを楽しむという場面が多い。保育所において日常

生活を共に過ごす中で、次第に互いを仲間として認識し合う関係が育ま

れていく。 

 年齢が高くなってくると、クラス全体などの大きな集団で仲間と一緒

に取り組む場面も多くなる。互いに協力したり役割を分担したりするな

ど、集団の一員としての立場や他者との関係を経験する。そして、個人

で行う場合とは違う楽しさや達成感を味わうとともに、思いを伝え合う

ことの大切さや難しさ、それぞれの多様な個性や考えなどに気が付いて

いく。 

 こうした経験の中で、子どもは、互いを仲間として認め、集団の中で

期待される行動や役割、守るべきルールなどを理解するようになる。こ

のように集団で行う活動を中心とする生活に適応していく過程で、同時

に、一人一人の思いや個性が十分に発揮されることも重要である。それ

ぞれが集団の中で受け入れられている安心感をもちながら友達と関わり
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合うことで、遊びや活動の展開は豊かなものとなり、そこでの経験はよ

り広がりや深まりをもつようになる。 

このように、個と集団の育ちは相反するものではなく、個の成長が集

団の成長に関わり、集団における活動が個の成長を促すといった関連性

をもつものである。保育士等は、こうしたことを踏まえて保育すること

が重要である。その際集団の状況を把握し、子どもの関係や役割、立場

を調整したり、それぞれの子どものよいところを他の子どもたちに伝え

ていくようにしたりするなど、集団としての活動が一人一人の子どもに

とって充実感の得られるものとなるよう配慮することが求められる。  

 

オ 子どもが自発的・意欲的に関われるような環境を構成し、子ども

の主体的な活動や子ども相互の関わりを大切にすること。特に、乳

幼児期にふさわしい体験が得られるように、生活や遊びを通して総

合的に保育すること。 

 

遊びには、子どもの育ちを促す様々な要素が含まれている。子どもは

遊びに没頭し、自ら遊びを発展させていきながら、思考力や企画力、想

像力等の諸能力を確実に伸ばしていくとともに、友達と協力することや

環境への関わり方なども多面的に体得していく。ただし、遊びの効用は

こうしたことに限定されるものではない。遊びは、それ自体が目的とな

っている活動であり、遊びにおいては、何よりも「今」を十分に楽しむ

ことが重要である。子どもは時が経つのも忘れ、心や体を動かして夢中

になって遊び、充実感を味わう。そうした遊びの経験における満足感や

達成感、時には疑問や葛藤が、更に自発的に身の回りの環境に関わろう

とする意欲や態度の源となる。 

 子どもの発達は、様々な生活や遊びの経験が相互に関連し合い、積み
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重ねられていくことにより促される。また、ある一つの生活や遊びの体

験の中でも、様々な発達の側面が連動している。子どもの諸能力は生活

や遊びを通して別々に発達していくのではなく、相互に関連し合い、総

合的に発達していく。  

こうしたことを踏まえ、保育士等は、保育所の生活や遊びにおける子

どもの体験について、発達の見通しをもちながら計画を立て、保育を行

う。その際、子どもの実態や状況に即して柔軟に対応することが大切で

ある。また、短期的な結果を重視したり、子どもの活動が特定の知識・

能力の習得に偏ったりすることがないよう留意する。 

 

カ 一人一人の保護者の状況やその意向を理解、受容し、それぞれの

親子関係や家庭生活等に配慮しながら、様々な機会をとらえ、適切

に援助すること。 

 

 子育て支援においては、保護者と連携して子どもの育ちを支える視点

が大切であり、保護者とのパートナーシップが求められる。多様な家庭

環境の下、保護者の状況もそれぞれに異なっており、そうしたことを踏

まえながら、子どもや子育てに対する思いや願いを丁寧に汲み取り、受

け止めることが重要である。  

その上で、子どもと保護者の関係や家庭での生活の状況を把握し、適

切に援助することが求められる。子どもの成長を伝え合いながら喜びを

共有するとともに、保護者の子育てを肯定的に受け止め、励ましていく。

送迎時のコミュニケーションをはじめ、保育所において保護者と関わる

日常の様々な場面や機会をとらえながら、継続的に対話を重ね、援助し

ていくことが重要である。  
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（４）保育の環境  

 保育の環境には、保育士等や子どもなどの人的環境、施設や遊具な

どの物的環境、更には自然や社会の事象などがある。保育所は、こう

した人、物、場などの環境が相互に関連し合い、子どもの生活が豊か

なものとなるよう、次の事項に留意しつつ、計画的に環境を構成し、

工夫して保育しなければならない。 

 

保育所における保育は、１の（１）のイに示されているように、環境

を通して行うことを基本としている。保育の環境は、設備や遊具などの

物的環境、自然や社会の事象だけでなく、保育士等や子どもなどの人的

環境も含んでおり、こうした人、物、場が相互に関連し合ってつくり出

されていくものである。 

保育士等は、子どもが環境との相互作用を通して成長・発達していく

ことを理解し、豊かで応答性のある環境にしていくことが重要である。

ここでいう豊かで応答性のある環境とは、子どもからの働きかけに応じ

て変化したり、周囲の状況によって様々に変わっていったりする環境の

ことである。こうした環境との相互作用の中で、子どもは身体の諸感覚

を通して多様な刺激を受け止める。 

乳幼児期の子どもの成長にふさわしい保育の環境をいかに構成してい

くかということは、子どもの経験の豊かさに影響を及ぼすという意味で、

保育の質に深く関わるものである。 

 保育士等には、こうした環境を通して行う保育の重要性を踏まえた上

で、以下の事項に留意し、子どもの生活が豊かなものとなるよう計画的

に環境を構成し、それらを十分に生かしながら保育を行うことが求めら

れる。 
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ア 子ども自らが環境に関わり、自発的に活動し、様々な経験を積ん

でいくことができるよう配慮すること。 

 

保育においては、子ども自身の興味や関心が触発され、好奇心をもっ

て自ら関わりたくなるような、子どもにとって魅力ある環境を保育士等

が構成することが重要である。その際、子どもがそれまでの経験で得た

様々な資質・能力が十分に発揮されるよう工夫する。 

また、遊びが展開する中で、子ども自らが環境をつくり替えていくこ

とや、環境の変化を保育士等も子どもたちと共に楽しみ、思いを共有す

ることが大切である。さらに、保育所における自然環境や空間などを生

かしながら、多様で豊かな環境を構成し、子どもの経験が偏らないよう

配慮することも求められる。 

 

イ 子どもの活動が豊かに展開されるよう、保育所の設備や環境を整

え、保育所の保健的環境や安全の確保などに努めること。 

 

安心感や他者に対する信頼感の得られる環境の下で、自己を十分に発

揮し、自発的・意欲的に活動が展開される中で、子どもの健全な心身は

育まれていく。  

そうした活動が豊かに展開されるよう、子どもの健康と安全を守るこ

とは、保育所の基本的かつ重大な責任である。子どもの命を守り、その

活動を支えていくために、衛生や安全の管理等については、全職員が常

に心を配らなくてはならない。また、衛生や安全について確認するため

の体制を整えるなど、子どもが安心して過ごせる保育の環境の確保に保

育所全体で取り組んでいく必要がある。  

 



 

28 
 

ウ 保育室は、温かな親しみとくつろぎの場となるとともに、生き生

きと活動できる場となるように配慮すること。 

 

 子どもの心身の健康と発達を支える上で、保育所における一日の生活

が、発達過程や時期、季節などに即して静と動のバランスのとれたもの

となるよう配慮することが重要である。 

一日の中で、子どもが保育士等と一緒に落ち着いて過ごしたり、くつ

ろいだりすることのできる時間や空間が保障されることが大切である。

それとともに、一人又は少人数で遊びに集中したり、友達と一緒に思い

切り体を動かしたり、様々な活動に取り組むことができるなど、子ども

の遊びや活動が活発かつ豊かに展開するよう配慮や工夫がなされている

環境であることが求められる。 

 

エ 子どもが人と関わる力を育てていくため、子ども自らが周囲の子

どもや大人と関わっていくことができる環境を整えること。 

 

子どもは身近な大人や子どもと関わり合い、その影響を受けて育つ。

同年齢の子ども同士の関係、異年齢の子どもとの関係、保育士等との関

係や地域の様々な人との関わりなど、安心して様々な人と関わる状況を

つくり出すことが大切である。こうした人との関わりの中で、子どもは

様々な感情や欲求をもつ。そして、更に関わりを深めたり、他の人へ関

心を広げたりしながら、人と関わる力を育んでいく。  

こうしたことを踏まえ、保育の環境の構成に当たっては、複数の友達

と遊べる遊具やコーナーなどを設定するとともに、物の配置や子どもの

動線などに配慮することが重要である。  

子どもが人とのやり取りを楽しみ、子ども相互の関わりや周囲の大人
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との関わりが自然と促されるような環境となることが大切である。  

 

（５）保育所の社会的責任 

 

保育所が、地域において最も身近な児童福祉施設として、これまでに

蓄積してきた保育の知識、経験、技術を生かしながら、子育て家庭や地

域社会に対しその役割を果たしていくことは、社会的使命であり、責任

でもある。このことを踏まえ、保育所が特に遵守しなければならない事

項を「保育所の社会的責任」として規定している。保育所が社会的な信

頼を得て日々の保育に取り組んでいくとともに、地域の共有財産として、

広く利用され、その機能が活用されることが望まれる。 

 

ア 保育所は、子どもの人権に十分配慮するとともに、子ども一人一

人の人格を尊重して保育を行わなければならない。 

 

保育士等は、保育所における保育という営みが、子どもの人権を守る

ために、法的・制度的に裏付けられていることを認識し、憲法・児童福

祉法・児童憲章・児童の権利に関する条約などにおける子どもの人権等

について理解することが必要である。 

また、子どもの発達や経験の個人差等にも留意し、国籍や文化の違い

を認め合い、互いに尊重する心を育て、子どもの人権に配慮した保育と

なっているか、常に全職員で確認することが必要である。子どもに対す

る体罰や言葉の暴力が決してあってはならないことはもちろんのこと、

日常の保育においても、子どもに身体的、精神的苦痛を与えることがな

いよう、子どもの人格を尊重するとともに、子どもが権利の主体である

という認識をもって保育に当たらなければならない。 
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子どもは、身近な保育士等の姿や言動を敏感に受け止めている。保育

士等は、自らが子どもに大きな影響を与える存在であることを認識し、

常に自身の人間性や専門性の向上に努めるとともに、豊かな感性と愛情

をもって子どもと関わり、信頼関係を築いていかなければならない。 

 

イ 保育所は、地域社会との交流や連携を図り、保護者や地域社会に、

当該保育所が行う保育の内容を適切に説明するよう努めなければな

らない。 

 

 保育所は、地域に開かれた社会資源として、地域の様々な人や場、機

関などと連携していくことが求められている。また、次世代育成支援や

世代間交流の観点から、小・中学校などの生徒の体験学習や実習を受け

入れたり、高齢者との交流を行ったりするなど、地域の実情に応じた様

々な事業を展開することが期待されている。  

社会福祉法（昭和 26 年法律第 45 号）第 75 条では、利用者への情

報の提供が社会福祉事業の経営者の努力義務とされている。また、児童

福祉法第 48 条の４においても保育所の情報提供が努力義務として規定

されている。保育所は、保育の内容等、すなわち、一日の過ごし方・年

間行事予定・当該保育所の保育方針・職員の状況その他当該保育所が実

施している保育の内容に関する事項等について、情報を開示し、保護者

等が適切かつ円滑に利用できるようにすることが重要である。  

また、保育所が保護者や地域社会との連携、交流を図り、開かれた運

営をすることで、説明が一方的なものではなく、分かりやすく応答的な

ものとなることが望まれる。  
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ウ 保育所は、入所する子ども等の個人情報を適切に取り扱うととも

に、保護者の苦情などに対し、その解決を図るよう努めなければな

らない。 

 

保育に当たり知り得た子どもや保護者に関する情報は、正当な理由な

く漏らしてはならない。児童福祉法第 18 条の 22 には、保育士の秘密

保持義務について明記されている。また、個人情報の保護に関する法律

（平成 15 年法律第 57 号）第 3 条においても、個人情報は「個人の人格

尊重の理念の下に慎重に取り扱われるべきもの」であることが示されて

いる。ただし、児童虐待の防止等に関する法律（平成 12 年法律第 82 号。

以下「児童虐待防止法」という。）第 6 条にある通告義務は、守秘義務

より優先されることに留意しなければならない。なお、子どもの発達援

助のための関係機関等との連携、保護者への伝達、保護者同士の交流や

地域交流などに必要な情報交換等については、関係者の承諾を得ながら

適切に進める必要がある。 

 また、社会福祉法第 82 条及び設備運営基準第 14 条の３には、「苦

情の解決」について明記されている。 

保育所が、苦情解決責任者である施設長の下に、苦情解決担当者を決

め、苦情受付から解決までの手続きを明確化し、その内容や一連の経過

と結果について書面での記録を残すなど、苦情に対応するための体制を

整備することが必要である。また、中立、公正な第三者の関与を組み入

れるために第三者委員を設置することも求められている。 

保育所は、苦情を通して、自らの保育や保護者等への対応を謙虚に振

り返り、誠実に対応していくことが求められる。そして、保護者等との

相互理解を図り、信頼関係を築いていくことが重要である。また、苦情

に関しての検討内容や解決までの経過を記録し、職員会議などで共通理

解を図り、実践に役立てる。保護者等の意向を受け止めながら、保育所
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の考えや保育の意図などについて十分に説明するとともに、改善や努力

の意志を表明することも必要である。 

苦情解決とは、保護者等からの問題提起であり、個別の問題として対

応するだけでなく、それを通じて、保育の内容を継続的に見直し、改善

し、保育の質の向上を図っていくための材料として捉えることが重要で

ある。苦情への総合的な対応を通じて、社会的責任を果たしていくとい

う姿勢をもつことが求められる。 
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２ 養護に関する基本的事項 

（１）養護の理念  

保育における養護とは、子どもの生命の保持及び情緒の安定を図る

ために保育士等が行う援助や関わりであり、保育所における保育は、

養護及び教育を一体的に行うことをその特性とするものである。保育

所における保育全体を通じて、養護に関するねらい及び内容を踏まえ

た保育が展開されなければならない。 

 

保育所が、乳幼児期の子どもにとって安心して過ごせる生活の場とな

るためには、健康や安全が保障され、快適な環境であるとともに、一人

の主体として尊重され、信頼できる身近な他者の存在によって情緒的な

安定が得られることが必要である。保育士等には、子どもと生活を共に

しながら、保育の環境を整え、一人一人の心身の状態などに応じて適切

に対応することが求められる。保育における養護とは、こうした保育士

等による細やかな配慮の下での援助や関わりの全体を指すものである。 

 保育士等が、子どもの欲求、思いや願いを敏感に察知し、その時々の

状況や経緯を捉えながら、時にはあるがままを温かく受け止め、共感し、

また時には励ますなど、子どもと受容的・応答的に関わることで、子ど

もは安心感や信頼感を得ていく。そして、保育士等との信頼関係を拠り

どころにしながら、周囲の環境に対する興味や関心を高め、その活動を

広げていく。 

 乳幼児期の教育においては、こうした安心して自分の思いや力を発揮

できる環境の下で、子どもが遊びなど自発的な活動を通して、体験的に

様々な学びを積み重ねていくことが重要である。保育士等が、子どもに

対する温かな視線や信頼をもって、その育ちゆく姿を見守り、援助する
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ことにより、子どもの意欲や主体性は育まれていく。 

 このように、保育所における日々の保育は、養護を基盤としながら、

それと一体的に教育が展開されていく。保育士等には、各時期における

子どもの発達の過程や実態に即して、養護に関わるねらい及び内容を踏

まえ、保育を行うことが求められる。 

 

（２）養護に関わるねらい及び内容 

 

養護に関わるねらい及び内容は、１の（２）に示される保育の目標の

「（ア）十分に養護の行き届いた環境の下に、くつろいだ雰囲気の中で

子どもの様々な欲求を満たし、生命の保持及び情緒の安定を図ること」

を具体化したものである。そして、それは「生命の保持」に関わるもの

と、「情緒の安定」に関わるものとに分けて示されている。 

 

ア 生命の保持 

（ア）ねらい 

① 一人一人の子どもが、快適に生活できるようにする。 

② 一人一人の子どもが、健康で安全に過ごせるようにする。 

③ 一人一人の子どもの生理的欲求が、十分に満たされるようにする。

④ 一人一人の子どもの健康増進が、積極的に図られるようにする。

 

子どもの生命を守り、子どもが快適に、そして健康で安全に過ごすこ

とができるようにするとともに、子どもの生理的欲求が十分に満たされ、

健康増進が積極的に図られるようにすることは、子ども一人一人の生き

ることそのものを保障することである。それは、日常の生活の中での保

育士等の具体的な援助や関わりにより実現されるものである。子ども一
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人一人の健康と安全がしっかりと守られるとともに、保育所全体で子ど

もの健康増進を図っていくことが求められる。 

 

（イ）内容 

①  一人一人の子どもの平常の健康状態や発育及び発達状態を的確

に把握し、異常を感じる場合は、速やかに適切に対応する。 

 

一人一人の子どもの健康状態や発育及び発達状態を把握するために、

登所時の健康観察や保育中の子どもの様子の把握を、日々必ず行うこと

が重要である。また、家庭での食事や睡眠などについて、保護者から情

報を得ることが必要である。 

とりわけ、乳児の健康状態は生命の保持にも関わるものであり、常に

身体の状態を細かく観察し、疾病や異常を早く発見することが求められ

る。  

また、生後数か月以降には母親から受け継いだ免疫が減り始め、感染

症にかかりやすくなるため、朝の受入れ時はもちろんのこと、保育を行

っている際に、機嫌・食欲などの観察を十分に行い、発熱など体の状態

に変化が見られた時は適切に対応しなくてはならない。 

乳幼児期は疾病に対する抵抗力が弱く、容態が急変しやすいことを十

分認識し、第３章で示されていることを踏まえ、職員間で連携を図りな

がら、適切かつ迅速に対応することが必要である。 

加えて、日々の心身の健康状態の確認や継続的な把握及びその記録は、

不適切な養育の早期発見につながったり、児童虐待への対応における根

拠資料となったりすることがあり、子どもの人権を守る視点からも重要

である。 
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②  家庭との連携を密にし、嘱託医等との連携を図りながら、子ども

の疾病や事故防止に関する認識を深め、保健的で安全な保育環境の

維持及び向上に努める。 

 

疾病予防については、保護者との連絡を密にしながら一人一人の子ど

もの状態に応じて、嘱託医やかかりつけ医などと相談して進めていくこ

とが必要である。保育士等が子どもの疾病について理解を深めるととも

に、感染予防を心がけ保護者に適切な情報を伝え、啓発していくことも

大切である。保育室・衣類・寝具・遊具など、子どもの周囲の環境を点

検し、衛生的な環境への細心の注意を払う。 

事故防止については、子どもの発達の過程や特性を踏まえ、一人一人

の子どもの行動を予測し、起こりやすい事故を想定しつつ、環境に留意

して事故防止に努めることが求められる。子どもの成長に伴い行動範囲

が広がるため、その活動を保障し、保育所全体で安全点検表などを活用

しながら対策を講じ、子どもにとって安心・安全な環境の維持及び向上

を図ることが重要である。 

 

③  清潔で安全な環境を整え、適切な援助や応答的な関わりを通して

子どもの生理的欲求を満たしていく。また、家庭と協力しながら、

子どもの発達過程等に応じた適切な生活のリズムがつくられてい

くようにする。 

 

保育所の環境については、保健面や安全面に関して十分に配慮するこ

とが必要である。清潔が保たれ衛生的な場であることはもちろんのこと、

明るさ・温度・湿度・音などについても常に配慮することが求められる。

その上で、子どもが安心して探索活動をしたり、伸び伸びと体を動かし
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て遊んだりすることのできる安全な環境であることが必要である。こう

した環境の下で、保育士等が応答的に関わりながら、食欲や睡眠などの

生理的欲求を満たしていくことが、一人一人の子どもの健やかな成長の

支えとなる。子どもの欲求に応え、語りかけながら優しく対応すること

により、子どもは心地よさとともに、自分の働きかけに対する相手の応

答的な行為の意味を感じ取る。 

また、送迎時の保護者との会話や連絡帳、懇談会などを通し、積極的

に家庭との情報交換を行い、子どもの一日の生活全体を考慮して、子ど

もの食事・睡眠・休息・遊びなどが無理なく営まれるようにする。一人

一人の子どもの生活に合わせ、時には柔軟な対応を図り、家庭と協力し

て子どもの生活や発達過程等にふさわしい生活のリズムがつくられてい

くことが大切である。 

 

④ 子どもの発達過程等に応じて、適度な運動と休息を取ることがで

きるようにする。また、食事、排泄
せつ

、衣類の着脱、身の回りを清潔

にすることなどについて、子どもが意欲的に生活できるよう適切に

援助する。 

 

 保育においては、子どもの発達を見通し、全身を使う運動を適度に取

り入れ、それぞれの状態に応じた活動を十分に行う。休息は、心身の疲

労を癒やし、緊張を緩和し、子どもが生き生きと過ごす上で大切である。

子ども一人一人の発達過程等に応じて、生活のリズムに合わせ適度な休

息をとることができるようにするなど、静と動のバランスに配慮して、

保育の内容を柔軟に取り扱うことが重要である。 

食事は、楽しい雰囲気の中で喜んで食べることが大切である。第３章

の２の（１）のイに示すように、友達と一緒に食事をし、様々な食べ物
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を食べる楽しさを味わうことで、食育の推進が図られる。授乳する時は、

抱いてほほえみかけながら、ゆったりとした気持ちで行う。離乳の時期

や方法については、保護者と情報を共有し、保育士、嘱託医、栄養士、

調理員等職員間で連携しながら、一人一人の子どもに合わせて慎重に進

める必要がある。 

健康や安全等に関わる基本的な生活習慣や態度を身に付けることは、

子どもが自分の生活を律し、主体的に生きる基礎となる。食事・排泄
せつ

・

睡眠・衣類の着脱・身の回りを清潔にすることなどの生活習慣の習得に

ついては、急がせることなく、一人一人の子どもの様子をよく見て、そ

の子どもにとって適切な時期に適切な援助をしていくことが求められ

る。保育士等は見通しをもって、子どもに分かりやすく手順や方法を示

すなど、一人一人の子どもが達成感を味わうことができるよう援助を行

う。子どもが、自信や満足感をもち、更に自分でしてみようとする意欲

を高めていくことが重要である。 

 

イ 情緒の安定 

（ア）ねらい 

① 一人一人の子どもが、安定感をもって過ごせるようにする。 

② 一人一人の子どもが、自分の気持ちを安心して表すことができる

ようにする。 

③ 一人一人の子どもが、周囲から主体として受け止められ、主体と

して育ち、自分を肯定する気持ちが育まれていくようにする。 

④ 一人一人の子どもがくつろいで共に過ごし、心身の疲れが癒され

るようにする。 

 

一人一人の子どもが、保育士等に受け止められながら、安定感をもっ
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て過ごし、自分の気持ちを安心して表すことができることは、子どもの

心の成長の基盤になる。 

子どもは、保育士等をはじめ周囲の人からかけがえのない存在として

受け止められ認められることで、自己を十分に発揮することができる。

そのことによって、周囲の人への信頼感とともに、自己を肯定する気持

ちが育まれる。特に、保育士等が、一人一人の子どもを独立した人格を

もつ主体として尊重することが大切である。このように、乳幼児期にお

いて、他者への信頼感と自己肯定感が周囲の人との相互的な関わりを通

して育まれていくことは、極めて重要である。 

また、子どもたちが生活を共にする保育所において、保育士等が一人

一人の子どもの状態を把握し、心身の疲れが癒やされるよう心がけるこ

とも必要である。一日の生活の流れにゆとりをもたせ、子どもが場や周

囲の人々に親しみや安心感をもち、くつろいで過ごせる環境となるよう

配慮することが求められる。保育所全体で、子どもの情緒の安定を図り、

その心の成長に寄り添いながら、子ども主体の保育を実践していくこと

が大切である。 

 

（イ）内容 

① 一人一人の子どもの置かれている状態や発達過程などを的確に把

握し、子どもの欲求を適切に満たしながら、応答的な触れ合いや言

葉がけを行う。 

 

保育士等は、一人一人の子どもの心身の状態や発達過程を的確に把握

し、それぞれの子どもの欲求を受け止め、子どもの気持ちに沿いながら、

今、この子どもにとってどのように関わることが最も適切なのか検討し、

保育を行っていくことが大切である。 
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子どもは、自分がしてほしいことを心地よくかなえられると安心し、

自分の欲求をかなえてくれた人に対して、親しみと信頼感を抱くように

なる。また、日頃より、自分に向けられる優しいまなざしや態度から、

自分が認められ愛されていることを感じ、自分からもそうしたまなざし

や態度を相手に示していく。保育士等とのこうした温かなやり取りやス

キンシップが日々積み重ねられることにより、子どもは安定感をもって

過ごすことができるようになる。特に、乳児期の子どもが十分にスキン

シップを受けることは、心の安定につながるだけでなく、子どもの身体

感覚を育てる。子どもは、肌の触れ合いの温かさを実感することにより、

人との関わりの心地よさや安心感を得て、自ら手を伸ばし、スキンシッ

プを求めるようになっていく。 

こうした保育士等との触れ合いに子どもが喜びを感じながら、応答的

なやり取りや言葉がけが豊かになる中で、子どもは保育士等の気持ちや

言葉の表す意味を理解していく。 

 

② 一人一人の子どもの気持ちを受容し、共感しながら、子どもとの

継続的な信頼関係を築いていく。 

 

保育士等が一人一人の子どもの気持ちを汲み、適切に応答していくこ

とは、保育の基本である。子どもの人に対する信頼感は、こうした関わ

りが継続的に行われることを通して育まれていく。子どもは、自分の気

持ちに共感し、応えてくれる人がいることで、自身の気持ちを確認し、

安心して表現し、行動する。 

また、保育士等が子どもと向き合う中で、自らの思いや願いを子ども

に返していくことにより、子どももまた保育士等の存在を受け止め、そ
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の気持ちを理解するようになる。保育士等の温かい受容的な雰囲気とと

もに、自らに向けられている気持ちや期待を、子どもは敏感に感じ取る

ものである。 

保育所での生活の中で互いに認め信頼し合う関わりを通して、生涯に

わたる人との関わりの基盤となる基本的な信頼感を培い、子どもの心を

豊かに育てていくことは、保育士等の責任であることを認識することが

大切である。 

 

③ 保育士等との信頼関係を基盤に、一人一人の子どもが主体的に活

動し、自発性や探索意欲などを高めるとともに、自分への自信をも

つことができるよう成長の過程を見守り、適切に働きかける。 

 

子どもの自分に対する自信や自己肯定感を育てていくことは、保育の

大切なねらいの一つである。一人一人の子どもが、保育士等との間に形

成された信頼関係を拠りどころとしながら、日々の生活の中で主体性や

生きることへの意欲を育んでいることを、保育士等は常に心に留めなが

ら、子どもと関わることが大切である。そのためには、一人一人の子ど

もの人格を尊重し、生命の尊厳を感受する、保育士等の倫理観が重要で

ある。 

また、子どもの自発性や探索意欲が高まるような環境を計画的に構成

し、子ども自らが環境に関わろうとする姿を、保育士等は見守り、共感

しながら、励ましたり、必要な助言を行ったりする。遊びや活動の展開

に応じて環境を再構成しながら、保育士等も一人一人の子どもと楽しさ

を共有することによって、子どもの主体的な遊びや活動は更に豊かな広

がりをもつものとなっていく。 

子どもの育ちにおいて大切なことは、時間をかけて醸成されていくも



 

42 
 

のである。人や物との出会いの中で様々な感情や考えが芽生え、多様な

体験を積み重ねていく中で、子どもの心は成長していく。その過程を保

育士等が見守り、受け止めることによって、子どもの自己肯定感が育ま

れていくことが重要である。保育士等が主体としての子どもを認め、肯

定する気持ちを言葉や態度で子どもに伝えることにより、子どもは自分

への自信を獲得していくのである。 

 

④ 一人一人の子どもの生活のリズム、発達過程、保育時間などに応

じて、活動内容のバランスや調和を図りながら、適切な食事や休息

が取れるようにする。 

 

保育所で長時間過ごす子どもは、就寝時刻が遅くなりがちになること

がある。一人一人の子どもが、乳幼児期の子どもにふさわしい生活のリ

ズムの中で、心身の健やかな発育・発達を支える上で必要となる食事や

適度な休息をとる観点から、保育士等は子どもの生活全体を見通し、家

庭と協力しながら心身の状態に応じて適切に援助していくことが大切で

ある。 

保育所では、いつでも安心して休息できる雰囲気やスペースを確保し、

静かで心地よい環境の下で、子どもが心身の疲れを癒すことができるよ

うにする。また、午睡は、子どもの年齢や発達過程、家庭での生活、保

育時間といったことを考慮し、それぞれの子どもが必要に応じて取るよ

うにすることが大切である。子どもの家庭での就寝時刻に配慮して、午

睡の時間や時間帯を工夫し、柔軟に対応する。 

一日の生活全体の流れを見通し、発散・集中・リラックスなど、静と

動の活動のバランスや調和を図る中で、一人一人の子どもが適切に食事

や休息を取れるようにすることが重要である。 
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３ 保育の計画及び評価  

 

保育所において、保育の目標を達成するためには、子どもの発達を見

通しながら、保育の方法及び環境に関する基本的な考え方に基づき、計

画性のある保育を実践することが必要である。保育所における保育は、

計画とそれに基づく養護と教育が一体となった保育の実践を、保育の記

録等を通じて振り返り、評価した結果を次の計画の作成に生かすという、

循環的な過程を通して行われるものである。 

 保育において子どもの主体性を尊重することは、子どものしたいよう

にさせて保育士等は何も働きかけないようにするということではない。

子ども自らが興味や関心をもって環境に関わりながら多様な経験を重ね

ていけるようにするためには、保育士等が乳幼児期の発達の特性と一人

一人の子どもの実態を踏まえ、保育の環境を計画的に構成することが重

要となる。その上で、子どもが安心して様々なことに取り組み、充実感

や達成感を得て更に好奇心や意欲を高めていけるよう、一人一人の心身

の状態に応じて適切に援助することで、子どもの育とうとする力は発揮

される。  

 保育の計画を作成するに当たっては、全職員が各々の職種や立場に応

じて参画し、保育の理念や方針を共有しながら、保育の方向性を明確に

する。その際、子どもの発達や生活の連続性に配慮し、在籍期間を通じ

た育ちの見通しをもって、日々の生活における子どもの実態を捉える視

点をもつことが重要である。その上で、子どもに計画通り「させる」保

育ではなく、その時々の子どもの状況や遊びの展開に応じて環境を適宜

変えていくなど、保育士等の適切な判断の下、保育が柔軟に行われるこ

とが求められる。保育は子どもと保育士等をはじめとする多様な環境と

の相互的な関わり合いによって展開されていくものである。このことを
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踏まえ、子どももまた保育をつくり出していく存在であることを認識す

ることが重要である。そして、保育における育ちについて丁寧に評価を

行い、その結果に基づいて、保育の環境の構成等を継続的に構想し直す。

こうした一連の取組を繰り返すことを通じて、保育における生活や遊び

が子どもの実態に即して柔軟に展開しながらも、子どもの豊かな経験が

着実に積み重ねられ、資質・能力が育まれていく。  

 保育所が組織全体で計画的な保育の実践とその評価・改善に取り組み、

保育所保育の全体的な過程や構造を明確にすることは、保育の質の向上

を図り、社会的責任を果たしていくことにつながる。保育所では、子ど

もの家庭環境や生育歴、また保育時間や保育期間も一人一人異なる。保

育に当たる職員も、保育士をはじめ様々な職種や勤務体制の者で構成さ

れている。こうした状況を踏まえ、保育所全体として一貫性をもって子

どもの発達過程を見通しながら保育を体系的に構成し、全職員の共通認

識の下、計画性をもって保育を展開していくことが重要である。生活す

る場や時間・期間がどのような状況であっても、入所している全ての子

どもが「現在を最も良く生き、望ましい未来をつくり出す力の基礎を培

う」ことができるよう、保育を展開していくことが求められる。  

 

（１）全体的な計画の作成  

ア 保育所は、１の（２）に示した保育の目標を達成するために、各

保育所の保育の方針や目標に基づき、子どもの発達過程を踏まえて、

保育の内容が組織的・計画的に構成され、保育所の生活の全体を通

して、総合的に展開されるよう、全体的な計画を作成しなければな

らない。 

  

「全体的な計画」は、児童福祉法及び関係法令、保育所保育指針、児

童の権利に関する条約等と各保育所の保育の方針を踏まえ、入所から就
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学に至る在籍期間の全体にわたって、保育の目標を達成するために、ど

のような道筋をたどり、養護と教育が一体となった保育を進めていくの

かを示すものである。全体的な計画における保育のねらいと内容は、２

及び４、第２章に基づき、乳幼児期の発達過程に沿って、それぞれの時

期の生活や遊びの中で、子どもは主にどのような体験をしていくのか、

またどのような援助が必要となるのかを明らかにすることを目的として

構成される。これらは、保育時間や在籍期間の長短に関わりなく在籍し

ている全ての子どもを対象とし、保育所における生活の全体を通して総

合的に展開される。  

この全体的な計画に基づき、その時々の実際の子どもの発達や生活の

状況に応じた具体的な指導計画やその他の計画を作成していく。すなわ

ち、全体的な計画は、子どもの最善の利益の保障を第一義とする保育所

保育の根幹を示すものであり、指導計画やその他の計画の上位に位置付

けられる。  

  

イ 全体的な計画は、子どもや家庭の状況、地域の実態、保育時間な

どを考慮し、子どもの育ちに関する長期的見通しをもって適切に作

成されなければならない。  

 

 全体的な計画の作成に当たっては、様々な記録や資料等を生かしなが

ら保育所における子どもの発達の過程や実態を理解するとともに、保育

所における生活と家庭における生活の連続性を視野に入れて、家庭との

連携を図り、子どもの家庭での過ごし方や保護者の意向についても把握

するよう努める。また、地域の生活条件、環境、文化などの特性や近隣

の関係機関及び人材等の実態を踏まえ、これらを生かして全体的な計画

を保育所の実態に即した特色あるものとしていくことが求められる。  

保育時間に関しては、設備運営基準第 34 条により、保育所における
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保育時間は一日につき８時間を原則とし、地域における乳幼児の保護者

の労働時間や家庭の状況等を考慮して、各保育所において定めることと

されている。したがって、それぞれの保育所における一日の保育の流れ

を基本としながら、その中での子どもの体験や生活のリズム等を発達過

程に照らして考慮し、ねらいや内容を構成する。延長保育・夜間保育・

休日保育などを実施している場合には、それらも含め、子どもの生活の

全体を捉えることが重要である。  

 また、保育所に在籍する期間は子どもによって異なる。そのため、乳

幼児期の発達過程と併せて、保育所入所時の環境の変化を乗り越えて安

定し、自ら生活や遊びを広げ、充実感を得て更に好奇心や探究心を深め

ていくといった保育所における経験の面から、子どもの育ちの過程を捉

える。  

 これらを踏まえ、保育所の生活全体における子どもの育ちについて、

長期的な見通しをもって全体的な計画を作成する。その際、養護に関す

る内容と第２章に示される各視点及び領域のねらい及び内容、次節に示

す「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」との関連を考慮し、子ども

の発達過程に即して展開される各時期の生活に応じて、適切に具体化し

設定する必要がある。  

 

ウ 全体的な計画は、保育所保育の全体像を包括的に示すものとし、

これに基づく指導計画、保健計画、食育計画等を通じて、各保育所

が創意工夫して保育できるよう、作成されなければならない。 

 

 全体的な計画は、保育所が各々の実態に即して工夫して作成すること

が重要である。保育所はそれぞれ、地域環境や保育所の人的・物的環境

が異なっており、それぞれが影響を及ぼし合ってその保育所全体の特色

をつくり出している。子どもの生活や発達はこれらに大きく影響を受け
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るものであるため、こうした特色を十分に生かした保育を行うことがで

きるよう、全体的な計画を作成する必要がある。  

 さらに、全体的な計画に基づいて、長期・短期の指導計画や保健計画

・食育計画といったより具体的で日々の保育に直接関わる様々な計画が

作成される。また、職員の研修計画も、全体的な計画と関連付けながら

作成されるものである。そのため、全体的な計画は施設長の責任の下に

作成されるものであるが、全職員が参画し、共通理解と協力体制の下に

創意工夫して作成することが重要である。各保育所の保育の全体像が職

員間で共有され、それに基づいて保育が展開されていくことは、保育の

質の向上を組織的に図っていくことにつながる。  

なお、保育所を利用している保護者に対する子育て支援及び地域の保

護者等に対する子育て支援は、子どもの保育に関する全体的な計画と密

接に関連して行われる業務として位置付けられる。  

 

全体的な計画作成の手順について（参考例）   

１）保育所保育の基本について、職員間の共通理解を図る。   

・児童福祉法や児童の権利に関する条約等、関係法令を理解する。   

・保育所保育指針、保育所保育指針解説の内容を理解する。   

２）乳幼児期の発達及び子ども、家庭、地域の実態、保育所に対する社

会の要請、保護者の意向などを把握する。   

３）各保育所の保育の理念、目標、方針等について職員間の共通理解を

図る。   

４）子どもの発達過程を長期的に見通し、保育所の生活全体を通して、

第２章に示す事項を踏まえ、それぞれの時期にふさわしい具体的な

ねらいと内容を、一貫性をもって構成する。  

５）保育時間の長短、在籍期間の長短、その他子どもの発達や心身の状  

態及び家庭の状況に配慮して、それぞれにふさわしい生活の中で保
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育目標が達成されるようにする。   

６）全体的な計画に基づく保育の経過や結果について省察、評価し、課

題を明確化する。その上で、改善に向けた取組の方向性を職員間で

共有し、次の作成に生かす。  

 

（２）指導計画の作成  

ア 保育所は、全体的な計画に基づき、具体的な保育が適切に展開さ

れるよう、子どもの生活や発達を見通した長期的な指導計画と、そ

れに関連しながら、より具体的な子どもの日々の生活に即した短期

的な指導計画を作成しなければならない。 

  

指導計画は、全体的な計画に基づいて保育を実施する際のより具体的

な方向性を示すものであり、実際の子どもの姿に基づいて、ある時期に

おける保育のねらいと内容・環境・そこで予想される子どもの活動や、

それに応じた保育士等の援助・配慮すべき事項・家庭との連携等を考え、

作成するものである。  

指導計画は、年・数か月単位の期・月など長期的な見通しを示すもの

と、それを基に更に子どもの生活に即した週・日などの短期的な予測を

示すものとを、保育所の実情に合わせて作成し、それらを組み合わせて

用いる。子どもの発達の状態などに応じて、個別の指導計画、あるいは

クラスやグループの指導計画など、必要なものを書式も含めて工夫して

作成することが求められる。  

 長期的な指導計画は、子どもの発達や生活の節目に配慮し、例えば１

年間をいくつかの期に区分した上で、それぞれの時期にふさわしい保育

の内容について作成する。家庭及び地域との連携や行事等と日常の保育

のつながりに配慮することが重要である。   

これを踏まえた上で、その時期の子どもがどのようなことに興味や関
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心をもっているのか、どのようにして遊んだり生活したりしているのか

といった実態に即して、短期的な指導計画を作成する。柔軟に保育が展

開されるように、環境を構成し直したり、しばらく継続している遊びに

新たな要素を付け加えてみたりするなど、子どもの生活や遊びの連続性

を尊重することが求められる。その際、一日の生活の流れの中に、子ど

もの多様な活動が調和的に組み込まれるよう配慮することが重要であ

る。  

  

イ 指導計画の作成に当たっては、第２章及びその他の関連する章に

示された事項のほか、子ども一人一人の発達過程や状況を十分に踏

まえるとともに、次の事項に留意しなければならない。 

(ア)３歳未満児については、一人一人の子どもの生育歴、心身の 

発達、活動の実態等に即して、個別的な計画を作成すること。 

(イ)３歳以上児については、個の成長と、子ども相互の関係や協 

同的な活動が促されるよう配慮すること。 

(ウ)異年齢で構成される組やグループでの保育においては、一人一

人の子どもの生活や経験、発達過程などを把握し、適切な援助や

環境構成ができるよう配慮すること。  

 

【３歳未満児の指導計画】   

３歳未満児は、特に心身の発育・発達が顕著な時期であると同時に、

その個人差も大きいため、一人一人の子どもの状態に即した保育が展開

できるよう個別の指導計画を作成することが必要である。 保護者の思い

を受け止めながら、「子どもの育ちを共に喜び合う」という基本姿勢の

下で、一日の生活全体の連続性を踏まえて家庭との連携を指導計画に盛

り込んでいくことが求められる。また、３歳未満児は心身の諸機能が未

熟であるため、担当する保育士間の連携はもちろんのこと、看護師・栄
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養士・調理員等との緊密な協力体制の下で、保健及び安全面に十分配慮

することが必要である。さらに、緩やかな担当制の中で、特定の保育士

等が子どもとゆったりとした関わりをもち、情緒的な 絆
きずな

を深められるよ

う指導計画を作成する。   

指導計画は、月ごとに個別の計画を立てることを基本としつつ、子ど

もの状況や季節の変化などにより、ある程度見通しに幅をもたせ、子ど

もの実態に即した保育を心がける。保育所における集団生活の中で、一

人一人にどれだけ丁寧に対応できるかは重要な課題である。温かな雰囲

気を大切にし、子どもが興味をもった好きな遊びが実現できる環境が用

意されていること、不安な時や悲しい時に心の拠りどころとなる保育士

等の存在が必要である。  

  

【３歳以上児の指導計画】   

３歳以上児の指導計画は、クラスやグループなどの集団生活での計画

が中心となるが、言うまでもなく、集団を構成しているのはその個性や

育ちがそれぞれに異なる子どもである。個を大切にする保育を基盤とし

て、一人一人の子どもは集団において安心して自己を発揮する。そして、

他の友達と様々な関わりをもち、一緒に活動する楽しさを味わい、協同

して遊びを展開していく経験を通して、仲間意識を高めていく。３歳以

上児の保育に当たっては、一人一人の子どもや集団の実態に即して、こ

うした過程を考慮することが求められる。   

これらのことを踏まえ、３歳以上児の指導計画については、一人一人

の子どもの主体性が重視されてこそ集団の育ちがあるという点を十分に

認識した上で作成することが重要である。  

また、４の（２）に示す「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、

それぞれを個別に、また就学前の時期に身に付けるというものではなく、

それまでの環境を通して行われる保育の中で、様々な経験を重ねること
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により、保育所保育において育みたい資質・能力が育まれている子ども

の具体的な姿である。こうしたことを念頭に置きながら、発達の各時期

にふさわしい生活が展開されるように、指導計画を作成することが重要

である。  

  

【異年齢の編成による保育の指導計画】   

様々な年齢の子どもたちが共に生活する場という保育所の環境を生か

し、異年齢編成での保育によって自分より年上、年下の子どもと交流す

ることによって、子どもたちがより多様な体験を得られることが期待さ

れる。  

異年齢の編成による保育では、自分より年下の子どもへのいたわりや

思いやりの気持ちを感じたり、年上の子どもに対して活動のモデルとし

て憧れをもったりするなど、子どもたちが互いに育ち合うことが大切で

ある。また、こうした異年齢の子ども同士による相互作用の中で、子ど

もは同一年齢の子ども同士の場合とは違った姿を見せることもある。こ

のように、異年齢の子どもたちが関わり合うことで、日々の保育におけ

る遊びや活動の展開の仕方がより豊かなものとなることが望まれる。   

一方、異年齢の編成の場合は、子どもの発達差が大きいため、個々の

子どもの状態を把握した上で、保育のねらいや内容を明確にもった適切

な環境の構成や援助が必要である。こうした配慮により、それぞれの子

どもにとって遊びが充実したものになり、子ども同士での多様な関わり

が繰り広げられるようになる。また、保育士等の意図性が強くなると、

子どもが負担感を感じることも考えられる。日常的な生活の中で、子ど

も同士が自ら関係をつくり、遊びを展開していけるよう十分に配慮する

ことが重要である。  
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ウ 指導計画においては、保育所の生活における子どもの発達過程を

見通し、生活の連続性、季節の変化などを考慮し、子どもの実態に

即した具体的なねらい及び内容を設定すること。また、具体的なね

らいが達成されるよう、子どもの生活する姿や発想を大切にして適

切な環境を構成し、子どもが主体的に活動できるようにすること。

 

 指導計画は、保育士等が一方的にある活動を子どもに与えてさせるた

めのものではなく、子どもの実態に基づいて、今育ちつつある子どもの

様々な資質・能力を十分に引き出すためのものである。そのため、現在

の子どもの育ちや内面の状態を理解することから、指導計画の作成は始

まる。 

 集団の保育において、一人一人の違いを大切にしながらも、クラスや

グループに共通する育ちに目を向けると、その中から集団としてのねら

いや内容が見えてくる。子どもの実際の姿や記録から、生活や遊びの状

況、周囲の人との関係について、まず興味や関心をもっていることに着

目し、次に何につまずいているかを明確にしていくことが重要である。  

 こうした子どもの実態の把握を基に、子どもの発達過程を見通し、養

護と教育の視点から子どもの体験する内容を具体的に設定する。その際、

家庭生活との連続性や季節の変化、行事との関連性などを考慮して設定

することが大切である。特に行事については、保育所と家庭での日常の

生活に変化と潤いがもてるように、子どもの自主性を尊重し、日々の保

育の流れに配慮した上で、ねらいと内容を考える。  

 このようにして具体的に設定したねらいや内容を、子どもが経験でき

るように、人・物・自然事象・時間・空間等を総合的に捉えて、環境を

構成する。清潔で安全な環境、家庭的で温かな環境を基盤に、子どもが

環境に関わって主体的に活動を生み出したくなるような、心ゆさぶる、

魅力ある環境が求められる。物などの有無だけではなく、環境が子ども
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に十分生かされていることや、人と人の関わりの在り様など、一見した

だけでは捉えにくい雰囲気等も重要である。環境の構成には、計画的な

側面と、子どもが環境に関わる中で生じる偶発的な出来事を生かす側面

とがある。したがって、ある特定の活動を想定して大人主導で展開させ

るための環境ではなく、子どもの気付き・発想・工夫を大切にしながら、

子どもと共に環境を再構成していくことが大切である。   

 その際、保育士等は、子どもの活動の生まれる背景や意味を的確に捉

え、子どもが望ましい方向に向かって主体的に活動を展開していくこと

ができるよう、適切な援助を行うことが求められる。保育士等の予測を

超えた子どもの発想や活動などにより、ねらいと内容の修正や環境の再

構成がなされることで、保育は更に豊かに展開されていく。  

 

エ 一日の生活のリズムや在園時間が異なる子どもが共に過ごすこと

を踏まえ、活動と休息、緊張感と解放感等の調和を図るよう配慮す

ること。 

 

保育所では、保育時間の異なる子どもが共に過ごすことから、一人一

人の生活を見通した上で、子どもの活動と休息、緊張感と解放感等の調

和を図っていく必要がある。その際、子どもが共に過ごす集団の規模や

関わる保育士等も時間帯によって変わることを踏まえ、子どもの安心と

安定が図られるような環境づくりが必要である。例えば、夕方になって

徐々に人数の少なくなりつつある時間帯には、家庭的な雰囲気の中で保

育士等や友達と少人数で過ごすことができる場所を設けるなどして、子

どもが自然と落ち着いて遊ぶことができるようにしたり、暑い時期に思

う存分水遊びを楽しんだ後、ゆったり過ごすようにしたりすることなど

が考えられる。  
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 このように、保育所における一日の生活環境の変化が、子どもに過度

の不安や動揺を与えることがないよう配慮することが求められる。一方

で、安定した生活のリズムが保たれながらも、その時々の子どもの興味

や関心、生活や遊びへの取り組み方、保育士等や友達との人間関係の変

化、自然や季節の変化などに応じて、子どもが様々な経験を楽しむこと

ができるよう工夫し、子どもの毎日の生活が一律で単調なものとならな

いようにすることも大切である。  

 

オ 午睡は生活のリズムを構成する重要な要素であり、安心して眠る

ことのできる安全な睡眠環境を確保するとともに、在園時間が異な

ることや、睡眠時間は子どもの発達の状況や個人によって差がある

ことから、一律とならないよう配慮すること。  

 

午睡は、体力を回復したり、脳を休ませたりするものであり、乳幼児

期の発達過程や一日の活動において必要なことである。しかし、睡眠の

発達には個人差があるため、３歳以上児においては、保育時間によって

午睡を必要とする子どもと必要としない子どもが混在する場合もある。

そのため、どちらの子どもにとっても、午睡の時間に安心して眠ったり、

活動したりできるように配慮する必要がある。午睡を必要とする子ども

には、落ち着いた環境の下で眠ることができる場を確保する。同様に、

午睡をしない子どもにとっても、伸び伸びと遊ぶことができる充実した

環境や体制を整えておくことが求められる。  

また、普段は午睡を必要としない子どもであっても、午前中の活動な

どで疲れが見られる場合や、体調が良くない場合には、子どもの状態に

応じて、午睡をしたり静かに体を休めたりすることができるように配慮

する。  
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 さらに、５歳頃の子どもについては、就学後の生活も見通し一日の生

活のリズムを形成していく観点から、保護者と連携をとりつつ、一年間

の流れの中で子どもの心身の健康の状況と併せて考えながら、徐々に午

睡のない生活に慣れていくようにすることが大切である。  

子ども一人一人の成長に合わせて、その日の体調なども考慮した上で、

保護者とも相談しながら、午睡を一律にさせるのではなく、発達過程に

合わせて、子ども一人一人が自分で生活のリズムを整えていけるように

していくことが望ましい。  

 

カ 長時間にわたる保育については、子どもの発達過程、生活のリズ

ム及び心身の状態に十分配慮して、保育の内容や方法、職員の協力

体制、家庭との連携などを指導計画に位置付けること。 

 

長時間にわたる保育については、特に子どもの心身の健やかな発達を

保障できるよう様々な配慮が必要である。指導計画の作成とその実践に

当たっては、子どもの生活の連続性を考慮し、担当する複数の保育士等

が一日の保育の流れを把握した上で、子どもにふさわしい対応ができる

よう、保育のねらいや内容等について理解を共有して取り組むことが重

要である。また、引き継ぎの際には職員間での情報の伝達が適切に行わ

れるよう心がけ、子どもや保護者が不安を抱くことのないよう十分に配

慮しながら関わっていくことが必要である。  

長時間にわたる保育によって子どもに心身の負担が生じることのない

よう、家庭的でゆったりとくつろぐことができる環境を整え、子ども一

人一人の発達に応じた関わりが求められる。特に、保育が終わりに近づ

く時間には、一日の疲れや保護者を待つ気持ちを保育士等が受け止めな

がら温かく関わり、落ち着いて過ごせるようにすることが重要である。  

また、家庭との連携を密にし、保護者の状況を理解し心身の状態に配
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慮しながら、子どもの生活の様子や育ちの姿を伝え合い、子どもの思い

や一日の生活の全体像について理解を共有することが求められる。延長

保育や夜間保育で食事や補食を提供する場合には、子どもの生活のリズ

ムを視野に入れながら、一日の食事の時間や量・内容などについて、保

護者と情報を交換することが必要である。  

 

キ 障害のある子どもの保育については、一人一人の子どもの発達過

程や障害の状態を把握し、適切な環境の下で、障害のある子どもが

他の子どもとの生活を通して共に成長できるよう、指導計画の中に

位置付けること。また、子どもの状況に応じた保育を実施する観点

から、家庭や関係機関と連携した支援のための計画を個別に作成す

るなど適切な対応を図ること。  

 

【保育所における障害のある子どもの理解と保育の展開】   

保育所は、全ての子どもが、日々の生活や遊びを通して共に育ち合う

場である。そのため、一人一人の子どもが安心して生活できる保育環境

となるよう、障害や様々な発達上の課題など、状況に応じて適切に配慮

する必要がある。こうした環境の下、子どもたちが共に過ごす経験は、

将来的に障害の有無等によって分け隔てられることなく、相互に人格と

個性を尊重し合いながら共生する社会の基盤になると考えられる。これ

らのことを踏まえて、障害など特別な配慮を必要とする子どもの保育を

指導計画に位置付けることが求められる。   

一人一人の障害や発達上の課題は様々であり、その状態も多様である

ことから、保育士等は、子どもが発達してきた過程や心身の状態を把握

するとともに、保育所の生活の中で考えられる育ちや困難の状態を理解

することが大切である。そして、子どもとの関わりにおいては、個に応
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じた関わりと集団の中の一員としての関わりの両面を大事にしながら、

職員相互の連携の下、組織的かつ計画的に保育を展開するよう留意する。  

 

【個別の指導計画】   

保育所では、障害のある子どもを含め、一人一人の実態を的確に把握

し、安定した生活を送る中で、全ての子どもが自己を十分に発揮できる

よう見通しをもって保育することが必要である。そこで、必要に応じて

個別の指導計画を作成し、クラス等の指導計画と関連付けておくことが

大切である。  

特別な配慮を必要とする子どもの個別の指導計画を作成する際には、

日常の様子を踏まえて、その子どもにとって課題となっていることが生

じやすい場面や状況、その理由などを適切に分析する。その上で、場面

に適した行動などの具体的な目標を、その子どもの特性や能力に応じて、

１週間から２週間程度を目安に少しずつ達成していけるよう細やかに設

定し、そのための援助の内容を計画に盛り込む。障害や発達上の課題の

ある子どもが、他の子どもと共に成功する体験を重ね、子ども同士が落

ち着いた雰囲気の中で育ち合えるようにするための工夫が必要である。  

 

【家庭との連携】   

障害や発達上の課題のある子どもの理解と援助は、子どもの保護者や

家庭との連携が何よりも大切である。その際、子どもの困難な状況だけ

でなく、得意なこと等も含めて、保育所と家庭での生活の状況を伝え合

うことに留意する。子どもについての理解を深め合うことや、保護者の

抱えてきた悩みや不安などを理解し支えることで、子どもの育ちを共に

喜び合うことが大切である。こうした連携を通して保護者が保育所を信

頼し、子どもについての共通理解の下に協力し合う関係を形成する。   

また、障害や発達上の課題のある子どもや保護者が、地域で安心して



 

58 
 

生活ができるようにすることが大切である。そのため、他の子どもの保

護者に対しても、子どもが互いに育ち合う姿を通して、障害等について

の理解が深まるようにするとともに、地域で共に生きる意識をもつこと

ができるように配慮する。その際、子どもとその保護者や家族に関する

プライバシーの保護には十分留意することが必要である。  

 

【地域や関係機関との連携】   

障害のある子どもの保育に当たっては、専門的な知識や経験を有する

地域の児童発達支援センター・児童発達支援事業所（以下「児童発達支

援センター等」という。）・児童発達支援を行う医療機関などの関係機

関と連携し、互いの専門性を生かしながら、子どもの発達に資するよう

取り組んでいくことが必要である。そのため、保育所と児童発達支援セ

ンター等の関係機関とが定期的に、又は必要に応じて話し合う機会をも

ち、子どもへの理解を深め、保育の取組の方向性について確認し合うこ

とが大切である。具体的には、児童発達支援センター等の理念や保育内

容について理解を深め、支援の計画の内容を保育所における指導計画に

も反映させることや、保育所等訪問支援や巡回支援専門員などの活用を

通じ、保育を見直すこと等が考えられる。   

また、就学する際には、保護者や関係する児童発達支援センター等の

関係機関が、子どもの発達について、それまでの経過やその後の見通し

について協議を行う。障害の特性だけではなく、その子どもが抱える生

活のしづらさや人との関わりの難しさなどに応じた、環境面での工夫や

援助の配慮など支援のあり方を振り返り、明確化する。これらを踏まえ

て、就学に向けた支援の資料を作成するなど、保育所や児童発達支援セ

ンター等の関係機関で行われてきた支援が就学以降も継続していくよう

留意する。  
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（３）指導計画の展開 

 指導計画に基づく保育の実施に当たっては、次の事項に留意しなけ

ればならない。 

ア 施設長、保育士など、全職員による適切な役割分担と協力体制を

整えること。 

イ 子どもが行う具体的な活動は、生活の中で様々に変化することに

留意して、子どもが望ましい方向に向かって自ら活動を展開できる

よう必要な援助を行うこと。 

ウ 子どもの主体的な活動を促すためには、保育士等が多様な関わり

をもつことが重要であることを踏まえ、子どもの情緒の安定や発達

に必要な豊かな体験が得られるよう援助すること。 

エ 保育士等は、子どもの実態や子どもを取り巻く状況の変化などに

即して保育の過程を記録するとともに、これらを踏まえ、指導計画

に基づく保育の内容の見直しを行い、改善を図ること。 

 

【職員の協力体制による保育の展開】   

保育所は、様々な年齢や状況の子どもたちが一日の大半を共に過ごす

場であり、一人一人の子どもに細やかに対応し心身の健やかな発達を支

え促していく上で、職員全体の連携や協働は欠かせない。時間帯による

担当の交代などを伴う勤務体制、専門性や職種の異なる職員構成という

状況で、施設長や主任保育士のリーダーシップの下に、職員一人一人の

力や個性が十分に発揮されることが大切である。そのためには、適切な

役割分担がなされ、それぞれが組織の中での協力体制について明確に認

識できるよう、必要に応じて指導計画に職員相互の連携についての事項

を盛り込むことが求められる。  
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【子どもの変化に応じた活動の柔軟な展開】   

保育においては、その時々の子どもの姿に即して、適切な援助をして

いく必要が生じる。子どもの生活は多様な活動が関連をもちながら展開

していくものであり、その中で偶発的に生じる様々な出来事が子どもの

心を動かし、興味や関心をより広げたり、環境へ関わろうとする意欲を

高めたりする。そのため、指導計画を作成した際の保育士等の予想した

姿とは異なる姿が見られることもしばしばあるが、そうした時に、必ず

しも計画通りの展開に戻すことを優先するのではなく、子どもの気付き

や感動を尊重し、新たな素材を加えたり、子どもの発想を刺激するよう

な一言を添えたりするなどして、子どもが自らイメージを膨らませて活

動を方向付け、豊かな体験を得られるよう援助することが重要である。   

   

【子どもの主体的な活動を促す保育士等による多様な援助】  

 子どもに対する保育士等の援助は、一緒に遊ぶ・共感する・助言する

・提案する・見守る・環境を構成するなど、多岐にわたる。子どもが自

分でしようとする姿に、言葉をかけたり手を添えたりすることもあれば、

何も言わずにただ近くにいて、子どもが不安そうに振り向いた時には目

を見て頷くようにするということもある。また、子どもにとって居心地

がよく、生活の見通しがもちやすいように環境を整えたり、集中して遊

び込めるように時間のゆとりをとるようにしたりするなど、子ども自身

に直接関わるのではなく、場や生活の流れを調整することを通して子ど

も自身による活動の展開を促す援助もある。  

同じ子ども、同じような場面であっても、その時々の状況によって援

助のあり方は一律なものではない。子どもが十分に主体性を発揮できる

よう、状況に応じて多様な方法で適切に援助していくことが求められる。

こうした多様な援助に支えられて、子どもの情緒が安定し、自ら活動を

展開していく中で豊かな体験を得られるようにすることが重要である。  
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【記録と保育の内容の見直し、改善】   

子どもは、日々の保育所の生活の中で、様々な活動を生み出し多様な

経験をしている。こうした姿を記録することは、保育士等が自身の計画

に基づいて実践したことを客観化することであり、記録という行為を通

して、保育中には気付かなかったことや意識していなかったことに改め

て気付くこともある。  

記録をする際には、子どもに焦点を当てて、生活や遊びの時の様子を

思い返してみる視点と、一日の保育やある期間の保育について、保育士

等が自分の設定したねらいや内容・環境の構成・関わりなどが適切であ

ったかといったことを見直してみる視点がある。この双方の視点から保

育を記録することによって、子どもの生活や遊びにおける保育士等と子

どもとの多様な相互作用の様子が明らかとなる。  

こうした記録を通して、保育士等は子どもの表情や言動の背後にある

思いや体験したことの意味、成長の姿などを的確かつ多面的に読み取る。

その上で、指導計画に基づく保育の実践やそこでの一人一人の子どもに

対する援助が適切であったかどうかを振り返り、そこで浮かび上がって

きた改善すべき点を次の指導計画に反映させていく。  

この一連の流れが保育の過程であり、この循環的な過程が絶えず繰り

返されながら、日々の保育は連続性をもって展開されるとともに、保育

における子どもの育ちが意識化され、長期的な見通しに基づく保育の方

向性が具体化される。さらに、こうした過程を通して保育士等が子ども

に対する理解を深めることは、保育の質を向上させていく基盤となる。  
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（４）保育内容等の評価 

ア 保育士等の自己評価 

(ア) 保育士等は、保育の計画や保育の記録を通して、自らの保育実

践を振り返り、自己評価することを通して、その専門性の向上や保

育実践の改善に努めなければならない。 

(イ) 保育士等による自己評価に当たっては、子どもの活動内容やそ

の結果だけでなく、子どもの心の育ちや意欲、取り組む過程などに

も十分配慮するよう留意すること。 

(ウ) 保育士等は、自己評価における自らの保育実践の振り返りや職

員相互の話し合い等を通じて、専門性の向上及び保育の質の向上の

ための課題を明確にするとともに、保育所全体の保育の内容に関す

る認識を深めること。 

 

【自己評価を通じた保育の質の向上】 

 保育士等は、保育の記録を通して計画とそれに基づく実践を振り返り、

自己評価を行う。子どもの活動を予想しながら作成した指導計画のねら

いや内容と、実際に保育を行う中で見られた子どもの姿を照らし合わせ、

子どもの生活や育ちの実態を改めて把握し、子どもの経験がどのような

育ちにつながるものであったかを捉え直す。それによって、次の計画の

ねらいや内容を設定する上で必要な情報や観点を得るとともに、環境の

構成や子どもに対する援助について改善すべき点を見いだし、その具体

的な手立ての考察につなげていく。また、保育を展開していく上で、他

の保育士等や保護者等との連携が十分に図られていたかといったことに

ついても、同様に検証する。  

 こうした保育の過程が継続的に繰り返されていくことによって、日々

の保育の改善が図られる。同時に、保育士等が子どもの内面や育ちに対

する理解を深め、自らの保育のよさや課題に気が付くことにもつながっ
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ていく。このように自己評価は、保育士等の専門性の向上においても重

要な意味をもつものである。  

 

【自己評価における子どもの育ちを捉える視点】  

 保育士等は、乳幼児期の発達の特性とその過程を踏まえ、ねらいと内

容の達成状況を評価することを通して、一人一人の子どもの育ちつつあ

る様子を捉える。その際留意したいのは、発達には個人差があること、

できることとできないことだけではなく、子どもの心の動きや物事に対

する意欲など内面の育ちを捉えることである。子どもが何をしていたの

かということやその結果のみでなく、どのようにして興味や関心をもち、

取り組んできたのか、その過程を理解することが保育をよりよいものと

していく上で重要である。  

また、子ども同士及び保育士等との関係など、周囲の環境との関わり

方も視野に入れて捉える。必要に応じて、それまでの生育歴や保育歴、

家庭や地域社会での生活の実態などにも目を配ることによって、一人一

人の子どもをより全体的に捉えることが可能になることもある。自己評

価により子どもをより多角的に理解することを通して、保育における子

どもの経験をより豊かなものにしていくことが求められる。  

自己評価は、子どもの育ちとニーズを把握し、発達を援助する上でよ

り適切な環境や働きかけを検討することを目的として行うものであり、

子どもの発達等を何らかの基準に照らして到達度として評定することを

目的とするものではないことに留意が必要である。  

   

【保育士等の学び合いとしての自己評価】   

自己評価は、保育士等が個別に行うだけではなく、保育を行っている

様子を保育士等が互いに見合ったり、子どもの行動の見方や自分の保育

について話し合ったりするなど、保育士等間で行うことも重要である。
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保育士等が、それぞれの作成した指導計画を踏まえ、保育における意図

や願いなどを相互に理解し尊重しながら率直に話し合う中で、自分では

意識していなかったよいところや特色、課題などに気付いたり、子ども

についての新たな見方を取り入れたりする。このような取組は、保育所

における職員間の同僚性や職員全体の組織としての専門性を高めること

につながっていく。  

 また、時には、保育所外部の専門家を交えたカンファレンスを行うこ

とも大切である。同じ保育場面でもその捉え方は様々であり、自分の保

育が同僚や他の専門家にどう映るのか、自分と異なる子どもの理解や保

育の視座に出会うことは、保育士等が保育の視野を広げ、自らの子ども

観や保育観を見つめ直す機会となる。   

こうしたことを通して、保育士等の間に相互理解の下、意見を交わし

合う関係が形成されると、それぞれがチームワークを高めていこうとす

る姿勢をもって、保育所全体の保育の内容に関する認識を深め、共に保

育を行う喜びや展望をもって、組織として保育の質の向上に取り組むこ

とが可能となる。自己評価を通じて、他者の意見を受け止め自らの保育

を謙虚に振り返る姿勢や、保育に対する責任感と自覚など、組織の中で

支え合って、学び合いを継続していく基盤が形成されることによって、

保育士等の専門性の向上が図られる。  
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イ 保育所の自己評価 

(ア) 保育所は、保育の質の向上を図るため、保育の計画の展開や保

育士等の自己評価を踏まえ、当該保育所の保育の内容等について、

自ら評価を行い、その結果を公表するよう努めなければならない。

(イ) 保育所が自己評価を行うに当たっては、地域の実情や保育所の

実態に即して、適切に評価の観点や項目等を設定し、全職員による

共通理解をもって取り組むよう留意すること。 

(ウ) 設備運営基準第 36 条の趣旨を踏まえ、保育の内容等の評価に関

し、保護者及び地域住民等の意見を聴くことが望ましいこと。 

 

【保育士等の自己評価に基づく保育所の自己評価】   

保育所の自己評価は、施設長や主任保育士等のリーダーシップの下に、

保育の内容とその運営について、組織的・継続的に行われる。この自己

評価は、保育士等の自己評価結果に基づいて、施設長と職員との話し合

いを通して行われる。   

自己評価は、一年のうちで保育活動の区切りとなる適切な時期を選ん

で実施する。そのため、日頃から保育の実践や運営に関する情報や資料

を継続的に収集し、職員間で共有する。資料には、保育記録をはじめ、

保育所が実施した様々な調査結果、あるいは保育所に寄せられた要望や

苦情等も含まれる。職員間の情報の共有や効率的な評価の仕組みをつく

るために、情報通信技術（ICT）などの積極的な活用も有効である。   

自己評価の結果については、具体的な目標や計画、目標の達成状況、

課題の明確化、課題解決に向けた改善方策などを整理する。自己評価の

結果を整理することで実績や効果、あるいは課題を明確にして、更に質

を高めていくための次の評価項目の設定などに生かしていく。   

 さらに、自己評価の結果の公表に当たっては、その意義が保育所の行

っていることを保護者や地域に対して明らかにすることにあることを踏
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まえ、何をどのように公表するのか、各保育所が判断して定める。例え

ば、園だよりやホームページなどを利用するといった方法が考えらえる。

自己評価結果の公表や情報提供によって、自らの保育とその運営につい

て、保護者や地域との継続的な対話や協力関係づくりを進め、信頼され

る開かれた保育所づくりに役立てていくことが求められる。  

 

【保育所の自己評価における評価の観点及び項目】  

保育所が作成する全体的な計画とそれに基づく指導計画やその他の計

画は、各保育所の理念や方針、目標の達成を目指したものである。それ

らの実現に向けた実践について、職員相互に話し合いを重ねながら、具

体的な自己評価の観点や項目を定めていく。保育所としての役割や機能

を十分に果たし、保育の質の向上を図っていくために、適切な自己評価

の観点や項目を設定することが重要である。   

 保育所に期待されている具体的な役割や機能は、その地域の社会資源

や保育のニーズに応じてそれぞれに特色をもっている。したがって、保

育所が目指す保育の目標や成果も、それぞれの保育所の設置や運営の体

制、職員規模、子どもや保護者の状況などによって違ったものとなる。

自己評価の実施に当たっては、そうした地域の実情や保育所の実態に即

して、評価の観点や項目を設定する必要がある。   

その際大切なことは、保育士等の自己評価において課題となっている

ことなどを、短期間に全て改善しようとすることではなく、課題の重点

化を図った上で、期あるいは単年度から数年度の間で、実現可能な計画

の中で見通しをもって進めるようにすることである。自己評価の取組が

適切かつ実現可能なものとなるように、評価の観点や項目は、関連する

様々な情報を収集するなどして折に触れて見直すことが重要である。  

評価の観点や項目を設定する際、既存の評価項目を参考にすることも

有効な方法の一つである。例えば、第三者評価基準の評価項目の中から
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必要なものを選定したり、独自の評価項目を作ったりするなどして、全

体として各保育所にふさわしい項目となるようにしていくことが考えら

える。  

このように職員全員がその意味や機能を意識して自己評価を行うこと

と併せて、第三者評価など外部評価を受けることは、より客観的な評価

につながる。こうした取組の積み重ねが、保育の質を高めるとともに、

職員一人一人の意欲の向上につながることに、組織としての自己評価の

意義があるといえる。  

 

【第三者評価について】   

保育所における第三者評価は、平成 14 年に開始された。その根拠は、

社会福祉法第 78 条において「社会福祉事業の経営者は、自らその提供す

るサービスの質の評価を行うことその他の措置を講ずることにより、常

に福祉サービスを受ける側の立場に立つて、良質かつ適切な福祉サービ

スを提供するように努めなければならない。」「国は、社会福祉事業の

経営者が行う福祉サービスの質の向上のための措置を援助するために、

福祉サービスの質の公正かつ適切な評価の実施に資するための措置を講

ずるよう努めなければならない。」と規定されていることにある。評価

に当たっては、各施設種別の評価基準ガイドラインが策定されており、

保育所においてもこのガイドラインに基づいて評価項目等が定められ、

第三者評価が実施されている。  

第三者評価の意義は、第三者評価を受ける前の自己評価に職員一人一

人が主体的に参画することで、職員の意識改革と協働性が高められるこ

とや、第三者評価結果を保護者へ報告することによって協働体制を構築

すること等にあるといえる。  
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【評価に関する保護者及び地域住民等の意見について】  

 設備運営基準第 36 条において、「保育所の長は、常に入所している乳

幼児の保護者と密接な連絡をとり、保育の内容等につき、その保護者の

理解及び協力を得るよう努めなければならない。」と定められている。

乳幼児期の保育は、子どもが生活や遊びの中で自ら環境に関わる経験を

通して、ねらいが総合的に達成されることを目指して行われるものであ

ることから、保育士等の意図や配慮を実践の場面のみから明確に捉える

ことは難しい面をもつ。一方で、保育所が自らの行う保育について明ら

かにし、保護者や地域にそれを示すことは、子どもの福祉を担うととも

に幼児教育を行う公的な施設としての社会的責任といえる。  

 保育の計画とそれに基づく実践に関する自己評価の公表を通して、保

育所が自らの保育の内容について保護者や地域住民等から理解を得ると

ともに、評価に関して保護者や地域住民等の意見を聴くことによって、

子どもの育ちに対する理解や考え方が相互に共有され、連携が一層深ま

ることが求められている。  

 

（５）評価を踏まえた計画の改善 

ア 保育所は、評価の結果を踏まえ、当該保育所の保育の内容等の改

善を図ること。 

 

 保育所が自らの保育の内容に関する評価を行う意義は、子どもの最善

の利益を保障し、よりよい保育を展開していくために、計画に基づいて

行った自らの保育を、多様な観点で振り返りながら、継続的に保育の質

を向上させていくことにある。  

 保育士等による自己評価により、それぞれが改善すべき点を具体的に

把握し、それを次の指導計画の作成と保育の実践へとつなげていくとい

う過程が一連のものとして定着することで、保育の専門性が高められて
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いくとともに、職員間で行う保育の振り返りを通して、互いの理解や協

働性が強まり、学び合いの基盤がつくられていくことが重要である。 

 また、こうした保育士等による自己評価を踏まえて、保育所が組織と

して行う自己評価においては、それぞれの地域の特性や保育所として創

意工夫し取り組んでいることを中心に、自らの特色や独自性とともに課

題を明確化し、それに基づいて全体的な計画や指導計画及びその他の計

画を見直して、具体的な改善を図っていくことが求められる。  

 いずれも、自己評価が主体的な取組の下で行われ、またその結果が具

体的に改善へとつながっていくものであることが重要である。  

 

イ 保育の計画に基づく保育、保育の内容の評価及びこれに基づく改

善という一連の取組により、保育の質の向上が図られるよう、全職

員が共通理解をもって取り組むことに留意すること。 

 

 保育の計画から改善に至る一連の取組に当たり、施設長や主任保育士

等の管理職をはじめ、経験のある保育士等が中心となって、保育所の職

員全体がその方向性や基本的な考え方について理解を共有することは、

保育の質の向上を図っていく上で欠かすことができない。 

 職場内の研修や会議などに、自分たちの保育の振り返りを位置付けな

がら、職員が語り合う機会を設ける。この際、保育の経験や立場、職種

等に関わらず、それぞれの意見が尊重されることが大切である。保育の

計画や記録、個々の自己評価、保護者や地域住民からの要望等などを基

にテーマを設定するなど進め方を工夫し、できるだけ職員がそれぞれに

意見を述べられるよう配慮する。その上で、自分たちの保育に関する現

状についての認識や保育の理念、方針などを確認するとともに、課題と

なっていることや改善のために必要なことを整理し、今後に向けた取組

の方向性を明らかにしていく。 
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 こうした過程を経て、保育所としての改善の目標とそれに向けた具体

的な方法や体制を検討し、実行に移す。その結果は更にその後評価され、

再び研修や会議の場で職員間に共有される。必要に応じて外部からの評

価や意見を受け、より客観的な視点を加えて評価結果を見直す場合もあ

る。そして、これらは次の改善に向けた課題や目標へ生かされる。 

 このように、全職員が評価の過程に関わりながら改善に向けた取組が

進められていくことによって、その意義や目的についての理解が共有さ

れることが重要である。 

 



 

71 
 

４ 幼児教育を行う施設として共有すべき事項 

（１）育みたい資質・能力 

ア 保育所においては、生涯にわたる生きる力の基礎を培うため、１

の（２）に示す保育の目標を踏まえ、次に掲げる資質・能力を一体

的に育むよう努めるものとする。 

(ア) 豊かな体験を通じて、感じたり、気付いたり、分かったり、

できるようになったりする「知識及び技能の基礎」 

(イ) 気付いたことや、できるようになったことなどを使い、考え

たり、試したり、工夫したり、表現したりする「思考力、判断力、

表現力等の基礎」 

(ウ) 心情、意欲、態度が育つ中で、よりよい生活を営もうとする

「学びに向かう力、人間性等」 

イ アに示す資質・能力は、第２章に示すねらい及び内容に基づく保

育活動全体によって育むものである。  

 

保育所においては、保育所の生活の全体を通して、子どもに生きる力

の基礎を培うことが求められている。そのため、１の（２）に示す保育

の目標を踏まえ、小学校以降の子どもの発達を見通しながら保育活動を

展開し、保育所保育において育みたい資質・能力を育むことが大切であ

る。  

保育所保育において育みたい資質・能力とは、「知識及び技能の基礎」

「思考力、判断力、表現力等の基礎」「学びに向かう力、人間性等」で

ある。  

「知識及び技能の基礎」とは、具体的には、豊かな体験を通じて、子
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どもが自ら感じたり、気付いたり、分かったり、できるようになったり

すること、「思考力、判断力、表現力等の基礎」とは、具体的には、気

付いたことや、できるようになったことなどを使い、考えたり、試した

り、工夫したり、表現したりすること、「学びに向かう力、人間性等」

とは、具体的には、心情、意欲、態度が育つ中で、よりよい生活を営も

うとすることである。  

これらの資質・能力は、第２章に示すねらい及び内容に基づき、各保

育所が子どもの発達の実情や子どもの興味や関心等を踏まえながら展開

する保育活動全体によって育むものである。  

実際の指導場面においては、「知識及び技能の基礎」「思考力、判断力、

表現力等の基礎」「学びに向かう力、人間性等」を個別に取り出して指

導するのではなく、遊びを通した総合的な指導の中で一体的に育むよう

努めることが重要である。これらの資質・能力はこれまでも保育所で育

んできたものではあるが、各保育所においては、実践における子どもの

具体的な姿から改めて捉え、保育の充実を図ることが求められている。  

小学校以降の教育は、各教科等の目標や内容を、資質・能力の観点か

ら整理して示し、各教科等の指導のねらいを明確にしながら教育活動の

充実を図っている。  

一方、保育所保育では、遊びを展開する過程において、子どもは心身

全体を働かせて活動するため、心身の様々な側面の発達にとって必要な

経験が相互に関連し合い積み重ねられていく。つまり、乳幼児期は諸能

力が個別に発達していくのではなく、相互に関連し合い、総合的に発達

していくのである。  

保育所保育において育みたい資質・能力は、こうした保育所保育の特

質を踏まえて一体的に育んでいくものである。  
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（２）幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 

次に示す「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、第２章に示

すねらい及び内容に基づく保育活動全体を通して資質・能力が育まれ

ている子どもの小学校就学時の具体的な姿であり、保育士等が指導を

行う際に考慮するものである。 

 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、第２章に示すねらい及

び内容に基づいて、各保育所で、乳幼児期にふさわしい生活や遊びを積

み重ねることにより、保育所保育において育みたい資質・能力が育まれ

ている子どもの具体的な姿であり、特に卒園を迎える年度の後半に見ら

れるようになる姿である。なお、ここでいう卒園を迎える年度とは、小

学校就学の始期に達する直前の年度を指すものである。  

保育所の保育士等は、遊びの中で子どもが発達していく姿を、「幼児

期の終わりまでに育ってほしい姿」を念頭に置いて捉え、一人一人の発

達に必要な体験が得られるような状況をつくったり必要な援助を行った

りするなど、指導を行う際に考慮することが求められる。  

実際の指導では、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が到達す

べき目標ではないことや、個別に取り出されて指導されるものではない

ことに十分留意する必要がある。もとより、保育所保育は環境を通して

行うものであり、とりわけ子どもの自発的な活動としての遊びを通して、

一人一人の発達の特性に応じて、これらの姿が育っていくものであり、

全ての子どもに同じように見られるものではないことに留意する必要が

ある。また、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は卒園を迎える

年度の子どもに突然見られるようになるものではないため、卒園を迎え
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る年度の子どもだけでなく、その前の時期から、子どもが発達していく

方向を意識して、それぞれの時期にふさわしい指導を積み重ねていくこ

とに留意する必要がある。 

さらに、小学校の教師と「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を

手がかりに子どもの姿を共有するなど、保育所保育と小学校教育の円滑

な接続を図ることが大切である。その際、「幼児期の終わりまでに育っ

てほしい姿」は保育所の保育士等が適切に関わることで、特に保育所の

生活の中で見られるようになる子どもの姿であることに留意が必要であ

る。保育所と小学校では子どもの生活や教育の方法が異なっているため、

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」からイメージする子どもの姿

にも違いが生じることがあるが、保育士等と小学校教師が話し合いなが

ら、子どもの姿を共有できるようにすることが大切である。（第２章の

４の（２）小学校との連携を参照） 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、保育所保育を通した子

どもの成長を保育所保育関係者以外にも、分かりやすく伝えることにも

資するものであり、各保育所での工夫が期待される。 

 

ア 健康な心と体 

保育所の生活の中で、充実感をもって自分のやりたいことに向か

って心と体を十分に働かせ、見通しをもって行動し、自ら健康で安

全な生活をつくり出すようになる。 

  

健康な心と体は、領域「健康」などで示されているように、他者との

信頼関係の下で、自分のやりたいことに向かって伸び伸びと取り組む中

で育まれていく。なお、健康な心と体は、領域「健康」のみで育まれる
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のではなく、第２章に示すねらい及び内容に基づく保育活動全体を通し

て育まれることに留意する必要がある。  

 子どもは、保育所の生活において、安定感をもって環境に関わり、自

己を十分に発揮して遊びや生活を楽しむ中で、体を動かす気持ちよさを

感じたり、生活に必要な習慣や態度を身に付けたりしていく。卒園を迎

える年度の後半には、こうした積み重ねを通して、充実感をもって自分

のやりたいことに向かって、繰り返し挑戦したり諸感覚を働かせ体を思

い切り使って活動したりするなど、心と体を十分に働かせ、遊びや生活

に見通しをもって自立的に行動し、自ら健康で安全な生活をつくり出す

姿が見られるようになる。  

 この頃の子どもは、保育所の生活の中で、ある程度時間の流れを意識

したり、状況の変化を予測したりして、見通しをもって行動するように

なる。  

 例えば、「今日の片付けの時間までに、全部の段ボール箱の色を塗っ

ておけば、明日の遊園地づくりに間に合う」とか、「ここは、小さいク

ラスの子が通るので、ぶつかると危ないから場所を変えよう」など、遊

びの目的に沿って、時間をうまく使ったり、場所を選んだりして、自分

たちで遊びを進めていく。時には、夢中になって、あらかじめ決めたこ

とを忘れたりすることもあるが、そのようなことを重ねながら、声をか

け合ったり自分で気を付けたりして見通しをもって行動しようとするよ

うになる。保育所内の様々な場所で遊具等を活用しながら、思い切り体

を動かしたり様々な動きを楽しんだりするとともに、必要な時に休息を

とるようにもなる。また、衣服の着脱、食事、排泄
せつ

などの生活行動を自

分で行うことの必要性や、いつどのように行うかなどが分かり、病気に

ならないように手洗いやうがいを丁寧にしたり、健康のために大切だと
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感じて、食べ物などのことにも関心をもちつつ、友達と楽しく食事をし

たりするなど、体を大切にする活動を進んで行うようになる。さらに、

避難訓練を行う中で、災害などの緊急時の適切な行動が分かり、状況に

応じて安全な方法で行動をとろうともする。  

保育士等は、保育所の生活の流れ、保育所内の様々な場所や遊具、保

育士等や友達など、それぞれが子どもにどのように受け止められ、いか

なる意味をもつのかについて捉え、子どもの主体的な活動を促す環境を

つくり出すことが必要である。その上で、子どもが自ら体を動かし多様

な動きを楽しむことや、よりよい生活のために必要な行動を子どもの必

要感に基づいて身に付けていくことなど、発達に即して子どもが必要な

体験を得られるよう工夫していくことが求められる。その際、健康で安

全な生活のために必要なことを、クラスで話題にして一緒に考えてやっ

てみたり、自分たちでできたことを十分に認めたりするなど、自分たち

で生活をつくり出している実感をもてるようにすることが大切である。

また、交通安全を含む安全に関する指導については、日常的な指導を積

み重ねることによって、自ら行動できるようにしていくことが重要であ

る。  

こうした幼児期の経験は、小学校生活において、時間割を含めた生活

の流れが分かるようになると、次の活動を考えて準備をしたりするなど

の見通しをもって行動したり、安全に気を付けて登下校しようとしたり

する姿につながる。また、自ら体を動かして遊ぶ楽しさは、小学校の学

習における運動遊びや、休み時間などに他の子どもと一緒に楽しく過ご

すことにつながり、様々な活動を十分に楽しんだ経験は、小学校生活の

様々な場面において伸び伸びと行動する力を育んでいく。  
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イ 自立心 

身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で、しなけれ

ばならないことを自覚し、自分の力で行うために考えたり、工夫し

たりしながら、諦めずにやり遂げることで達成感を味わい、自信を

もって行動するようになる。  

 

 自立心は、領域「人間関係」などで示されているように、保育所の生

活において、保育士等との信頼関係を基盤に自己を発揮し、身近な環境

に主体的に関わり自分の力で様々な活動に取り組む中で育まれる。なお、

自立心は、領域「人間関係」のみで育まれるのではなく、第２章に示す

ねらい及び内容に基づく保育活動全体を通して育まれることに留意する

必要がある。  

子どもは、身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で、信

頼する保育士等に支えられながら、物事を最後まで行う体験を重ね、自

分の力でやろうとする気持ちをもったり、やり遂げた満足感を味わった

りするようになる。卒園を迎える年度の後半には、遊びや生活の中で様

々なことに挑戦し、失敗も繰り返す中で、自分でしなければならないこ

とを自覚するようになる。保育士等や友達の力を借りたり励まされたり

しながら、難しいことでも自分の力でやってみようとして、考えたり、

工夫したりしながら、諦めずにやり遂げる体験を通して達成感を味わい、

自信をもって行動するようになる。  

例えば、生き物の世話などの当番の日は、片付けを早めに済ませて当

番活動をするなど、自分がしなければならないことを自覚して行動する

ようになる。また、「自分もこまをうまく回したい」と思うと、始めは

うまくいかなくても諦めずに繰り返し挑戦するようになる。その過程で
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は、友達がこまにヒモを巻く様子を見たりうまく回すやり方を聞いたり

して、考え工夫して何度も取り組んだり、保育士等や友達からの応援や

頑張りを認められることを支えにしたりして、できるまで続けることに

より達成感を味わう。子どもはそこで得た自信を基に、大きな板で坂道

を作って回しながら滑らせたりするなど、更に自分で課題を設定しもっ

と難しいことに挑戦していく。こうしたことを保育士等や友達から認め

られることで意欲をもち、自信を確かなものにしていく。なお、こうし

た姿は卒園を迎える年度の後半に急に現れるものではなく、いろいろな

遊びから自分がやりたいことを自分で選んで行動し、少し難しいと思う

こともやってできた満足感を味わうなどの体験の積み重ねの中で育まれ

ることに留意する必要がある。  

保育士等には、子ども一人一人が、自分で活動を選びながら保育所の

生活を主体的に送ることができるように、その日に必要なことなどをど

の子どもも分かりやすいように視覚的に提示するなどの工夫が必要であ

る。その際、子どもが自分で考えて行動できるよう、ゆとりをもった保

育所の生活の流れに配慮するとともに、子ども一人一人の発達の実情に

応じて、その日の流れを意識できるように個別に援助していくことも必

要である。また、卒園を迎える年度の後半には、友達から認められるこ

とで更に自信をもつようになることを踏まえ、一人一人の子どものよさ

が友達に伝わるように認めたり、クラス全体の中で認め合える機会をつ

くったりするなどの工夫が重要になる。  

幼児期に育まれた自立心は、小学校生活において、自分でできること

は自分でしようと積極的に取り組む姿や、生活や学習での課題を自分の

こととして受け止めて意欲的に取り組む姿、自分なりに考えて意見を言

ったり、分からないことや難しいことは、教師や友達に聞きながら粘り
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強く取り組んだりする姿など、日々の生活が楽しく充実することにつな

がっていく。  

 

ウ 協同性  

  友達と関わる中で、互いの思いや考えなどを共有し、共通の目的

の実現に向けて、考えたり、工夫したり、協力したりし、充実感を

もってやり遂げるようになる。  

 

協同性は、領域「人間関係」などで示されているように、保育士等と

の信頼関係を基盤に他の子どもとの関わりを深め、思いを伝え合ったり

試行錯誤したりしながら一緒に活動を展開する楽しさや、共通の目的が

実現する喜びを味わう中で育まれていく。なお、協同性は、領域「人間

関係」のみで育まれるのではなく、第２章に示すねらい及び内容に基づ

く保育活動全体を通して育まれることに留意する必要がある。  

子どもは、友達と関わる中で、様々な出来事を通して、嬉しい、悔し

い、悲しい、楽しいなどの多様な感情体験を味わい、友達との関わりを

深めていく。その中で互いの思いや考えなどを共有し、次第に共通の目

的をもつようになる。卒園を迎える年度の後半には、その目的の実現に

向けて、考えたことを相手に分かるように伝えながら、工夫したり、協

力したりし、充実感をもって子ども同士でやり遂げるようになる。  

例えば、卒園が間近になり、子どもから年下の子どもやお世話になっ

た人を招いて楽しい会をしたいという意見が出されると、クラスの皆で

活動するよい機会なので保育士等も積極的に参加して、どんな会にする

か皆で相談したりする。子どもは、それまでの誕生会などの体験を思い

出しながら、いつどこで何をしようか、来てくれた人が喜んでくれるた
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めに飾り付けやお土産はどうするか、会のお知らせをどうするか、会の

進行はどう分担するかなど、必要なことを保育士等や友達と話し合い、

互いの得意なことを生かすなど工夫して楽しみながら進め、やり遂げた

充実感を味わうことができるだろう。  

協同性が育まれるためには、単に他の子どもと一緒に活動できること

を優先するのではない。他の子どもと一緒に活動する中で、それぞれの

持ち味が発揮され、互いのよさを認め合う関係ができてくることが大切

である。保育士等は、子どもたちの願いや考えを受け止め、共通の目的

の実現のために必要なことや、困難が生じそうな状況などを想定しつつ、

子ども同士で試行錯誤しながらも一緒に実現に向かおうとする過程を丁

寧に捉え、一人一人の自己発揮や友達との関わりの状況に応じて、適時

に援助することが求められる。相手を意識しながら活動していても、実

際にはうまくいかない場面において、子どもは、援助する保育士等の姿

勢や言葉がけなどを通して、相手のよさに気付いたり、協同して活動す

ることの大切さを学んだりしていく。  

 幼児期に育まれた協同性は、小学校における学級での集団生活の中

で、目的に向かって自分の力を発揮しながら友達と協力し、様々な意見

を交わす中で新しい考えを生み出しながら工夫して取り組んだりするな

ど、教師や友達と協力して生活したり学び合ったりする姿につながって

いく。  
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エ 道徳性・規範意識の芽生え 

友達と様々な体験を重ねる中で、してよいことや悪いことが分か

り、自分の行動を振り返ったり、友達の気持ちに共感したりし、相

手の立場に立って行動するようになる。また、きまりを守る必要性

が分かり、自分の気持ちを調整し、友達と折り合いを付けながら、

きまりをつくったり、守ったりするようになる。 

 

 道徳性・規範意識の芽生えは、領域「人間関係」などで示されている

ように、保育所の生活における他の子どもとの関わりにおいて、自分の

感情や意志を表現しながら、時には自己主張のぶつかり合いによる葛藤

などを通して互いに理解し合う体験を重ねる中で育まれていく。なお、

道徳性・規範意識の芽生えは、領域「人間関係」のみで育まれるのでは

なく、第２章に示すねらい及び内容に基づく保育活動全体を通して育ま

れることに留意する必要がある。  

子どもは、他の子どもと様々な体験を重ねる中で、してよいことや悪

いことがあることを分かり、考えながら行動するようになっていく。卒

園を迎える年度の後半には、いざこざなどうまくいかないことを乗り越

える体験を重ねることを通して人間関係が深まり、友達や周囲の人の気

持ちに触れて、相手の気持ちに共感したり、相手の視点から自分の行動

を振り返ったりして、考えながら行動する姿が見られるようになる。ま

た、友達と様々な体験を重ねることを通して人間関係が深まる中で、き

まりを守る必要性が分かり、友達と一緒に心地よく生活したり、より遊

びを楽しくしたりするために、自分の気持ちを調整し、友達と折り合い

を付けながら、きまりをつくったり、守ったりするようにもなる。  

この頃の子どもは、遊びの中で起きるいざこざなどの場面において、
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友達の気持ちに共感したり、より楽しく遊べるように提案したりなどし

て、自分たちで解決したり遊びを継続したりするようになる。  

 例えば、大勢でルールのある遊びを楽しんでいる中で、ルールを守っ

ていても負け続けることに不満を感じた子どもが、気持ちが高じて相手

をたたいたことからけんかになり、ゲームが中断する。参加している子

どもが集まってきて、それぞれの言い分を聞いている。「負けてばっか

りだと嫌だよね」「だけど、たたいたらだめだよ。今のは痛かったと思

うよ。」「そっちのチームに強い人が多いから、負けてばっかりだと思

う」「じゃあ、３回やったらチームを変えるのはどう」などと、それぞ

れの子どもが自分の体験を基に、友達の気持ちに共感したり、状況を解

決するために提案したりすることにより続ける遊びは、今までよりも楽

しくなっていく。その過程では、自分の行動が正しいと思っていても、

話し合いの中で友達の納得できない思いを受け止めたり、友達に気持ち

を受け止めてもらったことで、自分の行動を振り返って相手に謝ったり、

気持ちを切り替えたりするなどの姿が見られる。このような出来事を交

えながら更に遊び込む中で、より面白くなるようにルールをつくり替え

たり、年下の子どもが加われば、仲間として一緒に楽しめるように特例

をつくったりするようになる。  

 保育士等はそれまでの子どもの経験を念頭に置き、相手の気持ちを分

かろうとしたり、遊びや生活をよりよくしていこうとしたりする姿を丁

寧に捉え、認め、励まし、その状況などをクラスの子どもにも伝えてい

くことが大切である。同時に子どもが自分の言動を振り返り納得して折

り合いを付けられるように、問いかけたり共に考えたりし、子どもが自

分たちで思いを伝え合おうとする姿を十分に認め、支えていく援助も必

要である。遊びや生活の中で、子ども同士の気持ちのぶつかり合いや楽
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しく遊びたいのにうまくいかないといった思いが生じた場面をとらえて

適切な援助を行うことが、子どもの道徳性・規範意識の芽生えを育んで

いくのである。  

 こうした幼児期の経験は、小学校生活において、初めて出会う人の中

で、幼児期の経験を土台にして、相手の気持ちを考えたり、自分の振る

舞いを振り返ったりなどしながら、気持ちや行動を自律的に調整し、学

校生活を楽しくしていこうとする姿へとつながっていく。  

 

オ 社会生活との関わり 

  家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに、地域の身近な

人と触れ合う中で、人との様々な関わり方に気付き、相手の気持ち

を考えて関わり、自分が役に立つ喜びを感じ、地域に親しみをもつ

ようになる。また、保育所内外の様々な環境に関わる中で、遊びや

生活に必要な情報を取り入れ、情報に基づき判断したり、情報を伝

え合ったり、活用したりするなど、情報を役立てながら活動するよ

うになるとともに、公共の施設を大切に利用するなどして、社会と

のつながりなどを意識するようになる。  

  

幼児期の社会生活との関わりは、領域「人間関係」などで示されてい

るように、保育所の生活において保護者や周囲の人々に温かく見守られ

ているという安定感や、保育士等との信頼関係を基盤に、クラスの子ど

もとの関わりから保育所全体へ、更に地域の人々や出来事との関わりへ

と、次第に広がりをもっていく。なお、社会生活との関わりは、領域「人

間関係」のみで育まれるのではなく、第２章に示すねらい及び内容に基

づく保育活動全体を通して育まれることに留意する必要がある。  
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 子どもは、初めての集団生活の場である保育所の生活を通して、保育

士等との信頼関係を基盤としながら保育所内の子どもや職員、他の子ど

もの保護者などいろいろな人と親しみをもって関わるようになる。その

中で、家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに、小学生や中学

生、高齢者や働く人々など地域の身近な人と触れ合う体験を重ねていく。

卒園を迎える年度の後半になると、こうした体験を重ねる中で人との様

々な関わり方に気付き、相手の気持ちを考えて関わり、自分が役に立つ

喜びを感じ、地域に親しみをもつようになる。  

例えば、保育所に小学生や地域の人々を招いて一緒に活動する中で、

相手に応じた言葉や振る舞いなどを感じ、考えながら行動しようとする。

また、地域の商店に買い物に出かけたり、保育所の周りを掃除したりす

るなどの機会を通して、地域の人と会話をしたり、「大きくなったね」

とか「ありがとう」などの言葉をかけてもらったりすることで、子ども

は自分が見守られている安心感や役に立つ喜びを感じたり、地域に対す

る親しみをもったりする。 

保育士等は、子どもが相手や状況に応じて考えて行動しようとする姿

などを捉え、認めたり、クラスの話題にして共有したりするとともに、

そこでの体験が、保育所内において年下の子どもや保育所に在籍してい

ない地域の子ども、保護者などとの関わりにもつながっていくことを念

頭に置き、子どもの姿を細やかに捉えていくことが必要である。 

また、卒園を迎える年度の後半には、好奇心や探究心が一層高まり、

関心のあることについて、より詳しく知りたいと思ったり、より本物ら

しくしたいと考えて遊びの中で工夫したりする中で、身近にあるものか

ら必要な情報を取り入れる姿が見られるようになる。 

例えば、地域の祭りなどに家族で参加し、それを保育所で再現して遊

ぶことがある。その過程で、クラスの子どもとそれぞれが体験したこと
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や知っていることを伝え合ったり、その祭りに関係する事物の写真を見

て、自分たちで作りたいものを決めたり、より本物らしく工夫する際に

活用したりする。時には実際に見せてもらったり、地域の人から話を聞

いたりすることもある。そうしたことを通して、子どもは、自分だけで

は気付かなかったことを知ることで遊びがより楽しくなることや、情報

を伝え合うことのよさを実感していく。また、地域の公共の施設などを

訪れることで、その場所や状況に応じた行動をとりながら大切に利用す

ることなどを通して、社会とのつながりなどを意識するようにもなって

いく。 

 保育士等は子どもの関心に応じて、絵本や図鑑や写真、新聞やインタ

ーネットで検索した情報、地域の掲示板から得られた情報などを、遊び

に取り入れやすいように見やすく保育室に設定するなどの工夫をし、子

どもの情報との出会いをつくっていく。その際、家族から聞いたり自分

で見付けたりするなど子どもなりに調べたことを加えたり、遊びの経過

やそこで発見したことなどを、子どもが関わりながら掲示する機会をも

ったりすることも考えられる。時には保育士等がモデルとなり、情報を

集める方法や集めた情報の活用の仕方、そのことを周囲に伝える方法な

どがあることに気付かせ、子どもが楽しみながら体験できるようにする

ことが大切である。 

こうした幼児期の身近な社会生活との関わりは、小学校生活において、

相手の状況や気持ちを考えながらいろいろな人と関わることを楽しんだ

り、関心のあることについての情報に気付いて積極的に取り入れたりす

る姿につながる。また、地域の行事や様々な文化に触れることを楽しん

で興味や関心を深めることは、地域への親しみや地域の中での学びの場

を広げていくことにつながっていく。 
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カ 思考力の芽生え 

  身近な事象に積極的に関わる中で、物の性質や仕組みなどを感じ

取ったり、気付いたりし、考えたり、予想したり、工夫したりする

など、多様な関わりを楽しむようになる。また、友達の様々な考え

に触れる中で、自分と異なる考えがあることに気付き、自ら判断し

たり、考え直したりするなど、新しい考えを生み出す喜びを味わい

ながら、自分の考えをよりよいものにするようになる。  

  

思考力の芽生えは、領域「環境」などで示されているように、周囲の

環境に好奇心をもって積極的に関わりながら、新たな発見をしたり、も

っと面白くなる方法を考えたりする中で育まれていく。なお、思考力の

芽生えは、領域「環境」のみで育まれるのではなく、第２章に示すねら

い及び内容に基づく保育活動全体を通して育まれることに留意する必要

がある。  

子どもは、身近な事象に積極的に関わる中で、物の性質や仕組みなど

を感じ取ったり、気付いたりするようになる。卒園を迎える年度の後半

になると、遊びや生活の中で、物の性質や仕組みなどを生かして、考え

たり、予想したり、工夫したりするなど、身近な環境との多様な関わり

を楽しむようになる。また、友達の様々な考えに触れる中で、自分と異

なる考えがあることに気付き、自ら判断したり、考え直したりするなど、

新しい考えを生み出す喜びを味わいながら、自分の考えをよりよいもの

にしようとする姿が見られるようにもなる。 

例えば、数人の子どもたちが友達と砂場でゆるやかなＶ字型に樋
とい

をつ

なげて遊んでいる時に、片方の樋
とい

の端からバケツで水を流すと、水がも

う一方の樋
とい

の方に上って流れ込むことを発見する。いつもと違う水の流
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れ方に興味をもち、空のペットボトルをロケットに見立てて手前の樋
とい

に

置き、水を流して反対側の樋
とい

から飛び出させるという遊びに発展する。

なかなかうまくいかないが、「もっとたくさん水がいるんじゃない」「あ

あ、今度は強すぎだ」「じゃあ、少しずつ流してみる」などと友達と考

えを出し合い、水の量や流す勢いを変えながら、繰り返し試す。しばら

く試した後、バケツ一杯に汲んだ水を、始めはゆっくりと流し出し、半

分ほど流したところで、勢いをつけて一気に全部流すとうまくいくこと

を発見する。ペットボトルは水の勢いに合わせて、始めはゆっくりと手

前の樋
とい

から流れ出し、最後は勢いよく反対側の樋
とい

の先端から飛び出す。

子どもたちは「やったあ」「大成功」と言って喜び合い、遊びが続いて

いく。  

保育士等は、子どもが不思議さや面白さを感じ、こうしてみたいとい

う願いをもつことにより、新しい考えが生み出され、遊びが広がってい

くことを踏まえる必要がある。このため、保育士等には、環境の中にあ

るそれぞれの物の特性を生かしつつ、その環境から子どもの好奇心や探

究心を引き出すことができるような状況をつくるとともに、それぞれの

子どもの考えを受け止め、そのことを言葉にして子どもたちに伝えなが

ら、更なる考えを引き出していくことが求められる。また、子どもが他

の子どもとの意見や考えの違いに気付き、物事をいろいろな面から考え

られるようにすることやそのよさを感じられるようにしていくことが大

切である。  

幼児期の思考力の芽生えは、小学校生活で出会う新しい環境や教科等

の学習に興味や関心をもって主体的に関わることにつながる。また、探

究心をもって考えたり試したりする経験は、主体的に問題を解決する態

度へとつながっていく。 
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キ 自然との関わり・生命尊重 

  自然に触れて感動する体験を通して、自然の変化などを感じ取

り、好奇心や探究心をもって考え言葉などで表現しながら、身近な

事象への関心が高まるとともに、自然への愛情や畏敬の念をもつよ

うになる。また、身近な動植物に心を動かされる中で、生命の不思

議さや尊さに気付き、身近な動植物への接し方を考え、命あるもの

としていたわり、大切にする気持ちをもって関わるようになる。  

 

幼児期の自然との関わり・生命尊重は、領域「環境」などで示されて

いるように、保育所の生活において、身近な自然と触れ合う体験を重ね

ながら、自然への気付きや動植物に対する親しみを深める中で育まれて

いく。なお、自然との関わり・生命尊重は、領域「環境」のみで育まれ

るのではなく、第２章に示すねらい及び内容に基づく保育活動全体を通

して育まれることに留意する必要がある。 

子どもは、保育所内外の身近な自然の美しさや不思議さに触れて感動

する体験を通して、自然の変化などを感じ取り、関心をもつようになる。

卒園を迎える年度の後半には、好奇心や探究心をもって考えたことをそ

の子どもなりの言葉などで素直に表現しながら、身近な事象への関心を

高めていく。子どもが身近な自然や偶然出会った自然の変化を遊びに取

り入れたり、皆で集まった時に保育士等がそれらについて話題として取

り上げ、継続して関心をもって見たりすることなどを通して、新たな気

付きが生まれ、更に関心が高まり、次第に自然への愛情や畏敬の念をも

つようになっていく。この頃の子どもは、身近な自然事象などに一層好

奇心や探究心をもって関わり、気付いたことや考えたことを言葉などで

表現しながら、更なる関心をもって自然に触れて遊ぶようになる。 
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例えば、冬に容器に入れた水が凍り、誰が一番厚い氷ができたかを比

べる中で、なぜある場所に置くと厚い氷ができるのだろうかと疑問が生

まれる。子どもは実際にそれぞれの場所に行き、「こっちの方が寒いよ。

だからたくさん凍るんだ。」「こっちはお日様が当たるから凍らないん

じゃない」「いろんな場所に入れ物を置いて、調べてみよう」「水に葉

っぱを入れておいたらどうなるかな」などと、それぞれの子どもがいろ

いろな考えを言葉で表現しながら、予想を立てたり確かめたりして考え

を深め、身近な自然に多様に関わっていく。  

また、子どもは、身近な動植物に愛着をもって関わる中で、生まれて

くる命を目の当たりにして感動したり、時には死に接したりし、生命の

不思議さや尊さに気付き、大切にする気持ちをもって関わるようにもな

る。卒園を迎える年度の後半になると、動植物との関わりを積み重ねる

中で、ただかわいがるだけではなく、命あるものとして大切に扱おうと

する姿も見られるようになっていく。 

例えば、クラスで飼育しているウサギの世話をしている時、ケージを

掃除している間に年下の子どもにウサギを抱かせてあげている。掃除が

終わると「あったかいでしょう」「ギュッとすると苦しいから、優しく

ね」「ずっと抱っこしてるとウサギが疲れちゃうから、そろそろお家に

帰してあげようね」などと、日頃のウサギとの関わりから感じているこ

とを、年下の子どもに伝える姿が見られる。 

保育士等は、保育所内外の自然の状況を把握して積極的に取り入れる

など、子どもの体験を豊かにする環境をつくり出し、子どもが好奇心や

探究心をもって見たり触れたりする姿を見守ることが大切である。時に

は、子どもの体験していることや気付いたことを保育士等が言葉にして

伝えることによって、子どもがそのことを自覚できるようにしたりしな
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がら、それぞれが考えたことを言葉などで表現し、更に自然との関わり

が深まるようにすることが大切である。 

また、保育士等は、飼育や栽培を通して単に世話をすることを教える

だけでなく、動植物への親しみや愛着といった子どもの心の動きを見つ

め、時には関わり方の失敗や間違いを乗り越えながら、命あるものをい

たわり大切にする気持ちをより育むように援助することが重要である。

身近な動植物との関わりの中での様々な出来事に対して、それぞれの生

き物に適した関わり方ができるよう、子どもと一緒に調べたり、子ども

たちの考えを実際にやってみたり、そこで分かったことや適切な関わり

方を、クラスの友達に伝えたりする機会をつくることも大切である。 

こうした幼児期の経験は、小学校の生活や学習において、自然の事物

や現象について関心をもち、その理解を確かなものにしていく基盤とな

る。さらに、実感を伴って生命の大切さを知ることは、生命あるものを

大切にし、生きることの素晴らしさについて考えを深めることにつなが

っていく。 

 

ク 数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚 

  遊びや生活の中で、数量や図形、標識や文字などに親しむ体験を

重ねたり、標識や文字の役割に気付いたりし、自らの必要感に基づ

きこれらを活用し、興味や関心、感覚をもつようになる。  

 

子どもの数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚は、領域「環境」

などで示されているように、日常生活の中で、数量や文字などに接しな

がらその役割に気付き、親しむ体験を通じて育まれていく。なお、数量

や図形、標識や文字などへの関心・感覚は、領域「環境」のみで育まれ
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るのではなく、第２章に示すねらい及び内容に基づく保育活動全体を通

して育まれることに留意する必要がある。 

子どもは遊びや生活の中で、身近にある数字や文字に興味や関心をも

ったり、物を数えることを楽しんだりする場面が見られるなど、保育士

等や友達と一緒に数量や図形、標識や文字などに触れ、親しむ体験を重

ねていく。卒園を迎える年度の後半になると、それまでの体験を基に、

自分たちの遊びや生活の中で必要感をもって、多い少ないを比べるため

に物を数えたり、長さや広さなどの量を比べたり、様々な形を組み合わ

せて遊んだりすることなどを通して、数量や図形への興味や関心を深め、

感覚が磨かれていく。また、遊びや生活の中で関係の深い標識や文字な

どに関心をもちながらその役割に気付いたり使ってみたりすることで、

興味や関心を深め、感覚が磨かれていく。  

例えば、二手に分かれて行う鬼遊びを繰り返し楽しむ中で、チームの

人数や陣地の広さを同じにする必要性に気付き、自分たちで人数を数え

て調整したり、陣地を歩測して確かめたりする。また、遊びに必要なも

のを作る際に、空き箱や紙などの形や大きさ、長さなどを大まかに捉え、

自分のイメージに合わせて選び、図形の特徴を生かして様々に組み合わ

せながら考えた通りに作り上げていく。 

また、保育所内の各部屋などの入り口にあるマークと文字を併せて見

ながら標識がもつ機能を理解して、自分たちのクラスの標識や物を片付

ける場所などの標識を工夫して作ったり、その過程で同じ形の文字を発

見することを楽しんだりする。さらに、文字には人に思いなどを伝える

役割があることに気付き、友達に「あしたもあそぼうね」と手紙を書き

ながら友達とのつながりを感じたりもする。 

保育士等は、子どもが関心をもったことに存分に取り組めるような生
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活を展開する中で、一人一人の数量や図形、標識や文字などとの出会い

や関心のもちようを把握し、それぞれの場面での子どもの姿を捉え、そ

の活動の広がりや深まりに応じて数量や文字などに親しめるよう、工夫

しながら環境を整えることが大切である。その際、一人一人の発達の実

情などに即して、関心がもてるように丁寧に援助するとともに、幼児期

には、数量や文字などについて、単に正確な知識を獲得することを目的

にするのではないことに十分留意する必要がある。 

こうした幼児期の数量や図形、標識や文字などへの関心や感覚は、小

学校の学習に関心をもって取り組み、実感を伴った理解につながるとと

もに、学んだことを日常生活の中で活用する態度にもなるものである。 

 

ケ 言葉による伝え合い 

  保育士等や友達と心を通わせる中で、絵本や物語などに親しみな

がら、豊かな言葉や表現を身に付け、経験したことや考えたことな

どを言葉で伝えたり、相手の話を注意して聞いたりし、言葉による

伝え合いを楽しむようになる。  

 

言葉による伝え合いは、領域「言葉」などで示されているように、身

近な親しい人との関わりや、絵本や物語に親しむ中で、様々な言葉や表

現を身に付け、自分が経験したことや考えたことなどを言葉で表現し、

相手の話に興味をもって聞くことなどを通して、育まれていく。なお、

言葉による伝え合いは、領域「言葉」のみで育まれるのではなく、第２

章に示すねらい及び内容に基づく保育活動全体を通して育まれることに

留意する必要がある。 

子どもは保育士等や友達と心を通わせる中で、絵本や物語などに親し

みながら、豊かな言葉や表現を身に付けていく。また、自分の気持ちや
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思いを伝え、保育士等や友達が話を聞いてくれる中で、言葉のやり取り

の楽しさを感じ、そのやり取りを通して相手の話を聞いて理解したり、

共感したりするようになっていく。このような体験を繰り返す中で、自

分の話や思いが相手に伝わり、相手の話や思いが分かる楽しさや喜びを

感じ、次第に伝え合うことができるようになっていく。卒園を迎える年

度の後半になると、伝える相手や状況に応じて、言葉の使い方や表現の

仕方を変えるなど、経験したことや考えたことなどを相手に分かるよう

に工夫しながら言葉で伝えたり、相手の話を注意して聞いて理解したり

し、言葉による伝え合いを楽しむようになる。 

例えば、保育士等が読み聞かせをした絵本の中に「こもれび」という

言葉がある。遠足に行った時、皆で木立の間を散策していると、数名の

子どもが木の下から空を見上げ、「わあ、きれい」「キラキラしてる」

「まぶしいね」「目がチカチカする」などと話している。すると、一人

の子どもが思い出したように「これ、こもれびだ」と言う。「ああ、こ

もれびね」「こもれびって、キラキラしてるね」と見上げながら会話が

続く。近くに来た友達にも、「見て、こもれびだよ」と伝えて一緒に見

る。地面に映ったこもれびを見付けると、「下もきれいだよ」「ほんと

うだ」「あっちにもあるよ」などと気付いたことを伝え合いながら、散

策が続いていく。 

言葉による伝え合いを子どもが楽しむようになるためには、保育士等

や友達と気軽に言葉を交わすことができる雰囲気や関係の中で、伝えた

くなるような体験をすることや、遊びを一緒に進めるために相手の気持

ちや行動を理解したいなどの必要性を感じることが大切である。 

保育士等は、子どもの状況に応じて、言葉を付け加えるなどして、子

ども同士の話が伝わり合うように援助をする必要がある。また、絵本や

物語の世界に浸り込むことで、豊かな言葉や表現に触れられるようにし
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たり、保育士等自身が豊かな表現を伝えるモデルとしての役割を果たす

ことで、様々な言葉に出会う機会をつくったりするなどの配慮をするこ

とが必要である。 

こうした幼児期の言葉による伝え合いは、小学校の生活や学習におい

て、学級の友達と互いの思いや考えを伝え、受け止めたり、認め合った

りしながら一緒に活動する姿や、自分の伝えたい目的や相手の状況など

に応じて言葉を選んで伝えようとする姿などにつながっていく。特に、

戸惑いが多い入学時に自分の思いや考えを言葉に表せることは、初めて

出会う教師や友達と新たな人間関係を築く上でも大きな助けとなる。 

 

コ 豊かな感性と表現 

  心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で、様々な素材の

特徴や表現の仕方などに気付き、感じたことや考えたことを自分で

表現したり、友達同士で表現する過程を楽しんだりし、表現する喜

びを味わい、意欲をもつようになる。 

 

幼児期の豊かな感性と表現は、領域「表現」などで示されているよう

に、保育所の生活の様々な場面で美しいものや心を動かす出来事に触れ

てイメージを豊かにし、表現に関わる経験を積み重ねたり、楽しさを味

わったりしながら、育まれていく。なお、豊かな感性と表現は、領域「表

現」のみで育まれるのではなく、第２章に示すねらい及び内容に基づく

保育活動全体を通して育まれることに留意する必要がある。  

子どもは、生活の中で心を動かす出来事に触れ、みずみずしい感性を

基に、思いを巡らせ、様々な表現を楽しむようになる。子どもの素朴な

表現は、自分の気持ちがそのまま声や表情、身体の動きになって表れる
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ことがある。また、保育士等や他の子どもに受け止められることを通し

て、動きや音などで表現したり、演じて遊んだりしながら、自分なりに

表現することの喜びを味わう。卒園を迎える年度の後半になると、この

ような体験を基に、身近にある様々な素材の特徴や表現の仕方などに気

付き、感じたことや考えたことを必要なものを選んで自分で表現したり、

友達と工夫して創造的な活動を繰り返したり、友達同士で表現する過程

を楽しんだりして、意欲をもつようになる。  

この頃の子どもは、共通の目的に向けて、友達と一緒にそれまでの経

験を生かしながら考えを出し合い、工夫して表現することを一層楽しむ

ようになる。  

例えば、グループで劇をつくる場面では、役に応じて話し方や動き方

を工夫する、必要な衣装や道具を身近な素材や用具などを使って作り上

げる、効果音を考えるなど、表現すること自体を楽しむとともに、友達

と一緒に工夫することで、新たな考えを生み出すなど、より多様に表現

できるようになっていく過程を楽しむようになる。  

保育士等は、一人一人の子どもが様々に表現する楽しさを大切にする

とともに、多様な素材や用具に触れながらイメージやアイデアが生まれ

るように、環境を整えていく。また、子ども同士で表現を工夫しながら

進める姿や、それぞれの表現を友達と認め合い、取り入れたり新たな表

現を考えたりすることを楽しむ姿を十分に認め、更なる意欲につなげて

いくことも大切である。  

こうした幼児期の経験は、小学校の学習において感性を働かせ、表現

することを楽しむ姿につながる。これらは、音楽や造形、身体等による

表現の基礎となるだけでなく、自分の気持ちや考えを一番適切に表現す

る方法を選ぶなど、小学校以降の学習全般の素地になる。また、臆する
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ことなく自信をもって表現することは、教科等の学習だけではなく、小

学校生活を意欲的に進める基盤ともなっていく。  

 

 

 

 

 

 

 

 


